
Ⅲ．調査結果の概要 

 149

５．都市生活者の社会意識と実態 

 

（１）現在の社会満足度 

 

TOTAL でみると、現在の社会に“満足（満足＋やや満足）”と 29％、“不満（やや不満＋不満）”

と 71％が回答。 
 

東京・大阪間、男女間でみると、男女間の“不満”に有意差がみられ、女性より男性のほうが 5

ポイント高い。 
 

性・年齢別にみると、満足度が相対的に高いのは男女とも満 13～19 歳（満足＋やや満足：男性

48％、女性 44％）。 
 

 

図Ⅲ-５-１．現在の社会満足度 
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（２）今の社会についての感じ 

 

“そう思う（そう思う＋ややそう思う）”の上位を TOTAL でみると、「今の社会は、格差が広が

っている」が 85％で最も高く、以下「今の社会は、人に対する気づかいが希薄になっている」「今

の社会は、子どもを産み育てるのが難しくなっている」「今の社会は、時間に追われる多忙な社会に

なっている」「今の社会は、老いるのがますます辛くなっている」（それぞれ 75％以上）が続いてい

る。 
 

“そう思う（そう思う＋ややそう思う）”でみると、東京・大阪間には 3 項目で有意差がみられ、

「今の社会は、子どもを産み育てるのが難しくなっている」「今の社会は、時間に追われる多忙な

社会になっている」「今の社会は、パソコンやケータイが使いこなせないと生きていけない」の 3

項目とも大阪より東京のほうが高い。 
 

男女間には 2 項目で有意差がみられ、「今の社会は、個々人の個性が失われている」「今の社会は、

規則やルール優先で個人の自由が失われている」の 2 項目とも女性より男性のほうが高い。 

 

 

 

図Ⅲ-５-２．今の社会についての感じ 
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表Ⅲ-５-１．今の社会についての感じ（そう思う＋ややそう思う）                                    （％） 
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 ＴＯＴＡＬ 1,800 84.8 78.9 78.5 77.3 76.7 71.3 70.6 63.3 62.5 61.3 47.9 35.9

 東 京 1,125 85.9 79.3 80.4 79.3 78.0 71.5 73.0 63.6 64.0 61.2 48.6 36.0

 大 阪 675 83.0 78.4 75.4 73.9 74.5 71.1 66.7 62.8 60.0 61.5 46.8 35.7

 男 904 83.6 80.0 78.5 76.8 76.1 71.5 70.7 63.6 64.6 62.9 50.8 40.6

 女 896 85.9 77.9 78.5 77.8 77.3 71.2 70.5 62.9 60.4 59.7 45.1 31.1

 13～19歳 71 56.3 60.6 50.7 56.3 53.5 54.9 69.0 50.7 50.7 50.7 39.4 33.8

 20 代 137 82.5 72.3 75.2 79.6 70.1 75.2 79.6 67.2 62.0 70.8 59.1 54.7

 30 代 186 84.9 73.7 80.1 81.2 74.7 66.7 79.6 60.8 68.3 59.1 39.2 41.9

男 40 代 170 86.5 84.7 82.4 82.4 85.3 72.9 70.0 60.0 67.6 62.4 51.2 34.1

 50 代 132 87.1 88.6 81.8 76.5 76.5 74.2 72.0 61.4 71.2 60.6 52.3 36.4

 60 代 152 88.8 88.2 81.6 73.0 81.6 76.3 58.6 76.3 62.5 66.4 56.6 40.1

 70～74歳 56 85.7 87.5 89.3 75.0 80.4 75.0 53.6 62.5 57.1 69.6 62.5 41.1

 13～19歳 68 64.7 54.4 50.0 61.8 52.9 67.6 69.1 42.6 50.0 64.7 44.1 39.7

 20 代 133 84.2 77.4 82.0 85.7 73.7 73.7 90.2 65.4 57.1 57.9 46.6 37.6

 30 代 180 87.8 75.0 81.1 82.2 80.6 66.7 77.2 60.0 63.9 62.8 37.8 33.3

女 40 代 160 89.4 78.1 75.0 78.1 77.5 67.5 78.8 58.8 65.0 53.8 35.0 30.0

 50 代 130 95.4 86.2 82.3 79.2 88.5 76.2 65.4 74.6 66.2 58.5 50.0 20.0

 60 代 162 84.0 81.5 82.7 71.0 77.2 74.7 51.9 64.8 52.5 64.2 52.5 29.6

 70～74歳 63 84.1 85.7 84.1 79.4 79.4 73.0 49.2 69.8 65.1 55.6 60.3 31.7

（注）網掛け部分は、東京・大阪間、男・女間に信頼度 95％水準で有意差があることを示す。 
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（３）格差について 

 

TOTAL でみると、格差が生じるのは“（どちらかというと）本人の努力不足だと思う”が 39％、

“（どちらかというと）政治や社会制度に問題があるからだと思う”と 61％が回答。 
 

“どちらかというと”を除いた“本人の努力不足だと思う”“政治や社会制度に問題があるからだ

と思う”は男女間に有意差がみられ、「本人の努力不足」「政治や社会制度に問題」のいずれも女性

より男性のほうが高い。 
 

“（どちらかというと）本人の努力不足だと思う”と“（どちらかというと）政治や社会制度に問

題があるからだと思う”の差を性・年齢別にみると、各年齢とも「政治や社会制度に問題」が「本

人の努力不足」を上回っており、その差が 30 ポイント以上みられるのは、男女満 13～19 歳と男性

60 代、女性 50 代。 

 

図Ⅲ-５-３．格差が生じる原因 
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（４）社会福祉や年金と税負担 

 

TOTAL でみると、「社会福祉や年金の水準はあげてほしいが、税金の負担が増えるのなら今と同

じ程度でよい」が 50％で最も高く、「税金などの負担が多少増えても、社会福祉や年金の水準をあ

げたほうがよい」は 35％、「社会福祉や年金の水準が多少低下しても、税金などの負担は軽いほう

がよい」は 14％。 
 

東京・大阪間、男女間に有意差がみられ、「税金などの負担が多少増えても、社会福祉や年金の水

準をあげたほうがよい」は大阪より東京、「社会福祉や年金の水準はあげてほしいが、税金の負担が

増えるのなら今と同じ程度でよい」は男性より女性、「社会福祉や年金の水準が多少低下しても、税

金などの負担は軽いほうがよい」は女性より男性のほうが高い。 
 

性・年齢別にみると、「負担は軽いほうがよい」は男女満 13～19 歳（男性 28％、女性 31％）、「税

金などの負担が多少増えても、社会福祉や年金の水準をあげたほうがよい」は男性 50 代・60 代（そ

れぞれ 40％台）、女性50代（39％）、「負担が増えるのなら今と同じ程度でよい」は男性 40代（51％）、

女性 30 代（59％）で相対的に高い。 

 

図Ⅲ-５-４．社会福祉や年金と税負担 
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（５）未婚者増加の背景 

 

未婚者増大の背景を TOTAL でみると、「不安定雇用と低年収層が拡大してきており、当該の男性

にとって、結婚の先送り傾向がある」が最も高く 65％、以下「自分で稼げる女性が増えた」（61％）、

「引きこもり、ニート、生活保護受給者等、結婚が視野に入らない単身者がでてきた」（59％）、「結

婚適齢期という見方がなくなり、社会的にも未既婚が問われなくなっており、結婚の動機づけや必

要性が薄れてきている」（51％）、「若いうちは自由気ままな生活や金銭的に余裕のある生活を楽し

みたいという人が増えた」（47％）が続いている。 
 

東京・大阪間には「若いうちは自由気ままな生活や金銭的に余裕のある生活を楽しみたいという

人が増えた」で有意差がみられ、大阪より東京のほうが高い。 

男女間には、14 項目中 8 項目で有意差がみられ、女性より男性のほうが高いのは「不安定雇用と

低年収層が拡大してきており、当該の男性にとって、結婚の先送り傾向がある」の 1 項目、他の 7

項目、「自分で稼げる女性が増えた」「結婚適齢期という見方がなくなり、社会的にも未既婚が問わ

れなくなっており、結婚の動機づけや必要性が薄れてきている」「都市化が進み、一人生活の不自由

さがなくなってきた」「親との同居期間（パラサイトシングル）が長期化し、自立が遅れがちになっ

ている」「大きな時間的拘束、経済的制約、心理的負担を強いる結婚という制度にメリットを見いだ

せなくなってきている人がでてきた」「結婚相手の理想と現実のギャップがあり、相手がみつけられ

ない」「家事のできる男性が増えた」では男性より女性のほうが高い。 

 

 

 

図Ⅲ-５-５．未婚者増加の背景 
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表Ⅲ-５-２．未婚者増加の背景（上位 3）                                       （注）（ ）内数字は％ 

TOTAL<N=1,800> 不安定雇用と低年収層拡大（65） 自分で稼げる女性が増えた（61） 結婚が視野に入らない人増（59） 

東京<N=1,125> 不安定雇用と低年収層拡大（65） 自分で稼げる女性が増えた（60） 結婚が視野に入らない人増（57） 

大阪<N=675> 不安定雇用と低年収層拡大（65） 自分で稼げる女性が増えた（63） 結婚が視野に入らない人増（60） 

男性<N=904> 不安定雇用と低年収層拡大（67） 結婚が視野に入らない人増（58） 自分で稼げる女性が増えた（55）

女性<N=896> 自分で稼げる女性が増えた（67） 不安定雇用と低年収層拡大（62） 結婚が視野に入らない人増（59） 

男 13～19 歳<N=71> 結婚が視野に入らない人増（44） 自分で稼げる女性が増えた／若いうちは生活を楽しみたい人増（各 39）

男 20 代<N=137> 不安定雇用と低年収層拡大（77） 結婚が視野に入らない人増（56） 自分で稼げる女性が増えた（46）

男 30 代<N=186> 不安定雇用と低年収層拡大（66） 結婚が視野に入らない人増（58） 自分で稼げる女性が増えた（53）

男 40 代<N=170> 結婚が視野に入らない人増（61） 不安定雇用と低年収層拡大（59） 自分で稼げる女性が増えた（57）

男 50 代<N=132> 不安定雇用と低年収層拡大（72） 結婚が視野に入らな人増（62） 社会的に未既婚問われなくなった（60）

男 60 代<N=152> 不安定雇用と低年収層拡大（74） 自分で稼げる女性が増えた（69） 結婚が視野に入らない人増（58） 

男 70～74 歳<N=56> 不安定雇用と低年収層拡大（80） 自分で稼げる女性が増えた（68） 結婚が視野に入らない人増（64） 

女 13～19 歳<N=68> 自分で稼げる女性が増えた（65） 結婚が視野に入らない人増（50） 若いうちは生活を楽しみたい人増（41）

女 20 代<N=133> 自分で稼げる女性が増えた（76） 不安定雇用と低年収層拡大（66） 結婚が視野に入らない人増（58） 

女 30 代<N=180> 自分で稼げる女性が増えた（64） 不安定雇用と低年収層拡大（59） 結婚が視野に入らない人増（57） 

女 40 代<N=160> 結婚が視野に入らない人増（64） 自分で稼げる女性が増えた（64） 不安定雇用と低年収層拡大（59） 

女 50 代<N=130> 不安定雇用と低年収層拡大（73） 結婚が視野に入らない人増（65） 自分で稼げる女性が増えた（62）

女 60 代<N=162> 自分で稼げる女性が増えた（73） 社会的に未既婚問われなくなった（72） 不安定雇用と低年収層拡大（67） 

女 70～74 歳<N=63> 不安定雇用と低年収層拡大（71） 自分で稼げる女性が増えた／社会的に未既婚問われなくなった（各 68）

 

表Ⅲ-５-３．未婚者増加の背景                                                       （％） 
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 ＴＯＴＡＬ 1,800 64.6 61.3 58.5 50.6 46.7 41.9 41.5 33.8 33.7 31.0 30.8 26.9 22.2 7.7 0.2

 東 京 1,125 64.5 60.4 57.3 49.4 48.8 41.6 41.7 33.8 33.6 30.6 30.5 28.3 22.5 8.2 0.2

 大 阪 675 64.6 63.0 60.4 52.4 43.3 42.4 41.2 33.8 33.8 31.7 31.4 24.7 21.8 7.0 0.1

 男 904 67.3 55.3 58.1 46.7 45.7 38.7 38.1 30.1 32.0 30.4 28.5 26.3 18.9 7.0 0.3

 女 896 61.8 67.4 58.9 54.5 47.8 45.1 45.0 37.5 35.4 31.6 33.1 27.6 25.6 8.5 -

 13～19歳 71 38.0 39.4 43.7 16.9 39.4 23.9 12.7 7.0 14.1 11.3 18.3 19.7 22.5 2.8 -

 20 代 137 76.6 46.0 56.2 37.2 40.9 35.0 37.2 30.7 19.0 21.2 26.3 25.5 19.0 8.0 -

 30 代 186 66.1 53.2 58.1 37.1 49.5 36.0 32.3 28.0 25.8 21.5 25.3 22.0 23.1 4.8 0.5

男 40 代 170 59.4 57.1 60.6 52.4 51.2 37.1 44.7 35.9 45.3 31.2 25.3 31.8 20.0 6.5 0.6

 50 代 132 72.0 53.0 62.1 59.8 41.7 43.9 47.0 30.3 37.1 38.6 34.8 31.8 18.2 6.8 0.8

 60 代 152 73.7 69.1 57.9 57.2 42.8 48.0 44.1 34.2 36.8 43.4 36.2 20.4 12.5 8.6 -

 70～74歳 56 80.4 67.9 64.3 62.5 53.6 42.9 33.9 35.7 41.1 50.0 32.1 37.5 16.1 14.3 -

 13～19歳 68 25.0 64.7 50.0 16.2 41.2 33.8 23.5 13.2 17.6 14.7 26.5 22.1 23.5 8.8 -

 20 代 133 66.2 75.9 57.9 46.6 55.6 37.6 34.6 33.8 22.6 19.5 28.6 27.1 22.6 8.3 -

 30 代 180 59.4 63.9 56.7 53.9 43.3 41.1 41.7 38.3 31.1 27.8 33.3 28.9 23.3 5.6 -

女 40 代 160 58.8 63.8 64.4 51.3 46.3 43.1 45.0 44.4 40.0 29.4 25.6 28.8 28.8 3.8 -

 50 代 130 73.1 62.3 65.4 58.5 43.8 48.5 55.4 41.5 35.4 39.2 39.2 28.5 33.1 7.7 -

 60 代 162 66.7 72.8 55.6 72.2 51.9 53.1 51.9 36.4 45.7 43.8 37.7 24.1 23.5 14.2 -

 70～74歳 63 71.4 68.3 58.7 68.3 52.4 61.9 60.3 46.0 55.6 44.4 44.4 34.9 22.2 15.9 -

（注）網掛け部分は、東京・大阪間、男・女間に信頼度 95％水準で有意差があることを示す。 
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（６）少子化の背景 

 

少子化の背景を TOTAL でみると、「子どもを育てるのにかかる養育費・教育費（大学を出るまで

に一人あたり 2,000～3,000万円）が大き過ぎる」が 68％で最も高く、以下「子育てより、自分た

ちの今の生活や趣味を重視する人が多くなっている」（58％）、「将来の収入増への見通しが持ちに

くい経済・社会環境がある」（51％）、「子どもを産み育てながら働くことに対して、企業の受け入

れ態勢がいまだ不十分である」（50％）、「子どもを産み育てながら働くにあたって、育児サービス

や再就職支援サービスが不足している」（50％）が続いている。 
 

東京・大阪間には「これから生まれてくる子どもたちにとって、未来は明るくないと思う親が増

えてきた」で有意差がみられ、大阪より東京のほうが高い。 

男女間には、「子どもを産み育てながら働くことに対して、企業の受け入れ態勢がいまだ不十分で

ある」「子どもを産み育てながら働くにあたって、育児サービスや再就職支援サービスが不足してい

る」「子育てに専念できる『専業主婦』が減ってきている」「子どもを産む産まないは個々人の自由

と思う人が多くなってきている」「これから生まれてくる子どもたちにとって、未来は明るくないと

思う親が増えてきた」「子どもを育てることのリスク（いじめ、引きこもり、ニート等）が高まって

いる」の 7 項目で有意差がみられ、7 項目とも男性より女性のほうが高い。 

 

 

図Ⅲ-５-６．少子化の背景 

 

TOTAL <N=1,800> （％）
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表Ⅲ-５-４．少子化の背景（上位 3）                                          （注）（ ）内数字は％ 

TOTAL<N=1,800> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（68） 

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（58） 

将来の収入増への見通しが持

ちにくい経済・社会環境（51） 

東京<N=1,125> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（69） 

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（57） 

将来の収入増への見通しが持

ちにくい経済・社会環境（53） 

大阪<N=675> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（67） 

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（58） 

企業の受け入れ態勢が不十分 

（49）

男性<N=904> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（68） 

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（56） 

将来の収入増への見通しが持

ちにくい経済・社会環境（52） 

女性<N=896> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（69） 

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（59） 

企業の受け入れ態勢が不十分 

（55）

男 13～19 歳<N=71> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（47） 

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（32） 

子育てに専念できる『専業主婦』

の減少（28） 

男 20 代<N=137> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（67） 

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（58） 

将来の収入増への見通しが持

ちにくい経済・社会環境（47） 

男 30 代<N=186> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（68） 

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（63） 

企業の受け入れ態勢が不十分 

（48）

男 40 代<N=170> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（69） 

将来の収入増への見通しが持

ちにくい経済・社会環境（58） 

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（57） 

男 50 代<N=132> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（77） 

将来の収入増への見通しが持

ちにくい経済・社会環境（65） 

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（61） 

男 60 代<N=152> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（67） 

将来の収入増への見通しが持

ちにくい経済・社会環境（59） 

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（55） 

男 70～74 歳<N=56> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（77） 

将来の収入増への見通しが持ちにくい経済・社会環境／育児サー

ビスや再就職支援サービスが不足（各 63） 

女 13～19 歳<N=68> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（50） 

産む産まないは個々人の自由と考

える人が多くなってきている（49） 

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（43） 

女 20 代<N=133> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（68） 

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（61） 

産む産まないは個々人の自由と考

える人が多くなってきている（55） 

女 30 代<N=180> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（78） 

企業の受け入れ態勢が不十分 

（62）

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（59） 

女 40 代<N=160> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（74） 

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（61） 

企業の受け入れ態勢が不十分 

（50）

女 50 代<N=130> 
育児サービスや再就職支援サ

ービスが不足（65） 

子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（64） 

企業の受け入れ態勢が不十分 

（62）

女 60 代<N=162> 
子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（64） 

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（59） 

育児サービスや再就職支援サ

ービスが不足（58） 

女 70～74 歳<N=63> 
企業の受け入れ態勢が不十分 

（71）

子どもを育てるのにかかる費用

が大きすぎる（68） 

自分たちの生活や趣味を重視

する人が多くなっている（64） 
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表Ⅲ-５-５．少子化の背景                                                          （％） 
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 ＴＯＴＡＬ 1,800 68.4 57.5 50.9 50.2 49.8 46.8 42.4 40.7 32.9 26.3 23.2

 東 京 1,125 69.4 57.4 52.5 50.8 51.1 46.2 43.6 41.0 32.8 28.1 23.6

 大 阪 675 66.8 57.6 48.1 49.3 47.6 47.7 40.4 40.1 33.2 23.3 22.7

 男 904 68.3 56.3 52.3 45.5 46.1 43.4 39.8 40.7 33.5 24.0 21.0

 女 896 68.6 58.7 49.4 55.0 53.5 50.2 45.1 40.6 32.4 28.6 25.4

 13～19歳 71 46.5 32.4 18.3 19.7 12.7 28.2 25.4 16.9 12.7 9.9 12.7

 20 代 137 67.2 57.7 47.4 43.1 43.1 40.1 46.7 31.4 21.9 22.6 24.8

 30 代 186 68.3 63.4 46.2 48.4 45.7 33.9 45.2 39.8 32.8 18.8 18.3

男 40 代 170 69.4 57.1 58.2 42.9 44.1 49.4 41.2 42.4 35.9 22.9 21.2

 50 代 132 77.3 60.6 65.2 52.3 53.8 47.0 34.1 47.7 37.9 28.8 24.2

 60 代 152 67.1 55.3 58.6 47.4 54.6 50.7 36.8 46.7 38.8 34.9 19.1

 70～74歳 56 76.8 50.0 62.5 60.7 62.5 55.4 41.1 58.9 58.9 25.0 28.6

 13～19歳 68 50.0 42.6 29.4 23.5 23.5 38.2 48.5 22.1 13.2 16.2 13.2

 20 代 133 68.4 60.9 45.1 50.4 52.6 50.4 54.9 37.6 23.3 24.1 23.3

 30 代 180 78.3 58.9 50.0 62.2 56.1 47.2 40.6 41.7 34.4 26.7 33.3

女 40 代 160 74.4 60.6 47.5 50.0 48.8 48.1 43.1 45.6 28.8 27.5 23.1

 50 代 130 63.8 59.2 53.1 62.3 64.6 52.3 40.8 40.0 39.2 31.5 23.1

 60 代 162 64.2 59.3 56.2 56.8 58.0 54.9 45.1 40.1 36.4 38.3 28.4

 70～74歳 63 68.3 63.5 58.7 71.4 57.1 60.3 47.6 54.0 50.8 28.6 23.8
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 ＴＯＴＡＬ 21.6 20.8 14.7 5.9 0.3   

 東 京 21.4 20.4 14.7 5.4 0.5   

 大 阪 21.9 21.6 14.8 6.8 -   

 男 22.2 17.4 14.5 5.4 0.1   

 女 21.0 24.3 15.0 6.5 0.6   

 13～19歳 14.1 21.1 7.0 4.2 -   

 20 代 27.7 19.7 10.2 2.9 0.7   

 30 代 24.2 15.6 13.4 5.4 -   

男 40 代 21.2 15.3 13.5 5.3 -   

 50 代 21.2 18.2 13.6 4.5 -   

 60 代 20.4 16.4 19.7 8.6 -   

 70～74歳 23.2 19.6 28.6 7.1 -   

 13～19歳 20.6 33.8 8.8 13.2 -   

 20 代 20.3 23.3 9.8 12.0 0.8   

 30 代 26.1 25.6 11.1 6.1 1.1   

女 40 代 20.6 23.1 13.8 5.0 1.3   

 50 代 24.6 22.3 16.2 3.8 -   

 60 代 16.0 23.5 20.4 3.1 -   

 70～74歳 14.3 22.2 30.2 6.3 -   

（注）網掛け部分は、東京・大阪間、男・女間に信頼度 95％水準で有意差があることを示す。 
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（７）近未来の社会 

 

TOTAL でみて、“なると思う”と“ならないと思う”の差が 70％以上あるのは以下の項目。 
 

「一人暮らしの高齢者が増えた社会」（“なると思う”－“ならないと思う”＝82％、以下同じ） 

「子どものいない家庭が増えた社会」（74％） 

「未婚者が増加し、晩婚化が一層進んだ社会」（72％） 
 

「安定した収入や雇用が見込める社会」（－73％） 

「経済的に豊かな社会」（－74％） 

 

 

図Ⅲ-５-７．近未来の社会 
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表Ⅲ-５-６．近未来の社会（なると思う－ならないと思う）                                        （％） 
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 ＴＯＴＡＬ 1,800 82.3 73.6 72.3 60.7 52.6 47.1 43.6 40.6 17.4 13.9 11.9 -1.9

 東 京 1,125 84.0 78.0 73.2 61.4 53.5 50.0 46.9 39.4 21.3 15.7 15.2 3.5

 大 阪 675 79.6 66.2 70.8 59.4 51.1 42.4 38.1 42.7 10.8 10.8 6.4 -11.0

 男 904 80.3 73.5 71.9 60.2 53.4 42.3 40.0 41.4 12.5 13.6 10.3 -6.3

 女 896 84.4 73.8 72.7 61.2 51.8 52.0 47.2 39.8 22.3 14.2 13.5 2.5

 13～19歳 71 39.4 36.6 33.8 36.6 19.7 31.0 23.9 21.1 18.3 2.8 5.6 -15.5

 20 代 137 71.5 71.5 65.7 56.2 48.9 32.1 48.2 36.5 31.4 14.6 10.2 -2.2

 30 代 186 80.1 74.7 72.0 52.7 50.5 42.5 53.8 39.2 21.5 9.7 4.8 -8.1

男 40 代 170 90.0 80.6 87.1 65.3 65.3 43.5 36.5 50.6 0.6 16.5 15.3 -5.3

 50 代 132 88.6 79.5 81.1 63.6 66.7 47.0 38.6 49.2 9.1 8.3 12.1 -5.3

 60 代 152 86.2 77.0 71.7 71.7 47.4 45.4 36.8 45.4 7.2 23.0 13.8 -7.2

 70～74歳 56 89.3 75.0 67.9 69.6 66.1 57.1 17.9 28.6 -12.5 16.1 5.4 -1.8
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 20 代 133 79.7 74.4 75.9 51.9 46.6 54.1 50.4 40.6 26.3 18.8 13.5 4.5

 30 代 180 85.6 76.7 75.6 61.7 47.8 55.6 61.7 34.4 33.9 11.1 19.4 8.9

女 40 代 160 93.8 78.8 78.1 68.1 55.0 51.9 48.1 40.0 16.3 14.4 10.6 -2.5

 50 代 130 90.8 78.5 80.0 70.0 56.9 60.0 46.9 46.9 23.1 20.0 9.2 -1.5

 60 代 162 86.4 71.6 67.9 63.6 55.6 48.1 37.0 38.3 12.3 4.3 16.0 -3.7

 70～74歳 63 71.4 65.1 60.3 54.0 55.6 49.2 23.8 47.6 9.5 22.2 15.9 12.7
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 ＴＯＴＡＬ -4.8 -22.3 -27.2 -20.9 -27.5 -32.9 -26.4 -33.6 -46.9 -42.4 -63.6 -74.0 -72.7

 東 京 -2.9 -21.4 -25.3 -20.4 -25.9 -31.7 -25.2 -32.2 -45.8 -42.4 -63.7 -74.5 -72.9

 大 阪 -7.9 -23.7 -30.4 -21.8 -30.2 -34.8 -28.4 -36.0 -48.7 -42.4 -63.3 -73.2 -72.4

 男 -4.5 -30.0 -30.0 -25.1 -31.0 -41.4 -30.3 -40.4 -52.8 -45.2 -66.3 -75.7 -75.8

 女 -5.0 -14.5 -24.4 -16.6 -24.0 -24.3 -22.4 -26.8 -41.0 -39.5 -60.8 -72.3 -69.6

 13～19歳 -15.5 -22.5 -18.3 -15.5 -16.9 -26.8 -11.3 -31.0 -32.4 -22.5 -56.3 -50.7 -54.9

 20 代 -5.8 -24.8 -8.8 -29.2 -16.8 -41.6 -36.5 -52.6 -46.7 -34.3 -65.0 -72.3 -73.0

 30 代 -17.2 -26.3 -25.8 -23.7 -34.4 -43.5 -37.1 -37.1 -55.9 -52.7 -69.4 -72.6 -75.8

男 40 代 -3.5 -37.1 -38.2 -26.5 -33.5 -43.5 -34.7 -45.9 -62.9 -50.6 -70.6 -79.4 -82.4

 50 代 -7.6 -28.8 -43.2 -25.8 -42.4 -53.8 -22.7 -44.7 -57.6 -50.8 -66.7 -84.1 -81.8

 60 代 12.5 -34.9 -36.8 -26.3 -34.9 -38.8 -29.6 -36.8 -57.9 -48.7 -67.8 -82.9 -78.9

 70～74歳 12.5 -32.1 -35.7 -23.2 -26.8 -23.2 -23.2 -16.1 -26.8 -37.5 -53.6 -75.0 -66.1

 13～19歳 -2.9 -13.2 19.1 -26.5 7.4 -5.9 -5.9 -16.2 -16.2 -13.2 -41.2 -44.1 -52.9

 20 代 -12.0 -12.8 -15.0 -20.3 -8.3 -15.8 -20.3 -26.3 -31.6 -35.3 -64.7 -67.7 -63.9

 30 代 -17.8 -5.6 -18.3 -8.3 -22.2 -23.9 -22.8 -23.9 -45.6 -38.3 -65.6 -70.0 -71.7

女 40 代 -8.8 -18.8 -30.6 -18.8 -27.5 -21.3 -28.1 -23.1 -48.8 -45.6 -65.0 -80.0 -75.0

 50 代 3.1 -15.4 -25.4 -16.9 -36.2 -29.2 -25.4 -30.8 -40.8 -48.5 -62.3 -79.2 -73.1

 60 代 4.3 -22.2 -45.1 -17.3 -38.3 -39.5 -24.1 -37.7 -50.6 -45.7 -61.1 -78.4 -74.7

 70～74歳 12.7 -12.7 -38.1 -14.3 -25.4 -22.2 -19.0 -20.6 -30.2 -30.2 -46.0 -69.8 -60.3
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（８）豊かな生活を実現するための課題 

 

豊かな生活実現のために、国や私たちが優先して取り組むべき課題を TOTAL でみると、「国の財

政の健全化」が 56％で最も高く、以下「雇用の安定の確保」「安心できる年金制度の構築」（それぞ

れ 30％台）、「子育てのしやすい制度や環境の整備」「再生可能エネルギーの開発・推進」「国内産業

の活性化」「物価の安定」「デフレ経済・円高からの脱却」「食の安心・安全の確保」（それぞれ 20％

台）が続いている。 

 

図Ⅲ-５-８．豊かな生活を実現するための課題 
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東京・大阪、男女、性・年齢別のいずれでみても、「国の財政の健全化」が最も高い。 

東京・大阪、男女別にみた 2 位は、東京・大阪、男性では「雇用の安定の確保」、女性では「安

心できる年金制度の構築」。 

性・年齢別の 2 位は、男性では 60 代を除いた全年齢と、女性 20 代・50 代・満 70～74 歳では「雇

用の安定の確保」、男性 60 代と女性 40 代・60 代では「安心できる年金制度の構築」、男性 30 代と

女性の満 13～19 歳・30 代では「子育てしやすい制度や環境の整備」。 

 
 

表Ⅲ-５-７．豊かな生活を実現するための課題（上位３）                    （注）（ ）内数字は％ 

TOTAL<N=1,800> 国の財政の健全化（56） 雇用の安定の確保（39） 安心できる年金制度（38） 

東京<N=1,125> 国の財政の健全化（57） 雇用の安定の確保（39） 安心できる年金制度（38） 

大阪<N=675> 国の財政の健全化（55） 雇用の安定の確保（40） 安心できる年金制度（38） 

男性<N=904> 国の財政の健全化（58） 雇用の安定の確保（37） 安心できる年金制度（34） 

女性<N=896> 国の財政の健全化（55） 安心できる年金制度（42） 雇用の安定の確保（42） 

男 13～19 歳<N=71> 国の財政の健全化（42） 雇用の安定の確保（28） 
物価の安定／スポーツや文化・

芸術の振興（各 25） 

男 20 代<N=137> 国の財政の健全化（53） 雇用の安定の確保（34） 
子育てしやすい制度や 

環境の整備（29）

男 30 代<N=186> 国の財政の健全化（61） 雇用の安定の確保／子育てしやすい制度や環境の整備（各 39） 

男 40 代<N=170> 国の財政の健全化（58） 雇用の安定の確保（33） 国内産業の活性化（32） 

男 50 代<N=132> 国の財政の健全化（64） 雇用の安定の確保（46） 安心できる年金制度（40） 

男 60 代<N=152> 国の財政の健全化（59） 安心できる年金制度（46） 
雇用安定の確保／再生可能エ

ネルギー開発・推進（各 34） 

男 70～74 歳<N=56> 国の財政の健全化（66） 雇用の安定の確保（41） 安心できる年金制度（38） 

女 13～19 歳<N=68> 国の財政の健全化（41） 
子育てしやすい制度や 

環境の整備（32）
雇用の安定の確保（29） 

女 20 代<N=133> 国の財政の健全化（53） 雇用の安定の確保（41） 
子育てしやすい制度や 

環境の整備（40）

女 30 代<N=180> 国の財政の健全化（51） 
子育てしやすい制度や 

環境の整備（41）
安心できる年金制度（40） 

女 40 代<N=160> 国の財政の健全化（46） 安心できる年金制度（42） 雇用の安定の確保（38） 

女 50 代<N=130> 国の財政の健全化（58） 雇用の安定の確保（57） 安心できる年金制度（48） 

女 60 代<N=162> 国の財政の健全化（65） 安心できる年金制度（56） 雇用の安定の確保（43） 

女 70～74 歳<N=63> 国の財政の健全化（70） 雇用の安定の確保（43） 安心できる年金制度（40） 

 

東京・大阪間には「災害対策の整備・充実」で有意差がみられ、大阪より東京のほうが高い。 

男女間でみると、「デフレ経済・円高からの脱却」「国民所得の向上」「国内総生産（GDP）の拡

大」「科学技術力の向上」「スポーツや文化・芸術の振興」の 5 項目は女性より男性、「雇用安定の

確保」「安心できる年金制度の構築」「子育てのしやすい制度や環境の整備」「食の安心・安全の確

保」「災害対策の整備・充実」「介護対策の充実」「自然環境の保護」「女性の再就職のための制度や

環境の整備」の 8 項目は男性より女性のほうが高い。 
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表Ⅲ-５-８．豊かな生活を実現させるための課題                                          （％） 
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 ＴＯＴＡＬ 1,800 56.3 39.2 38.0 28.6 24.9 23.4 20.7 20.1 20.0 19.7 17.2 15.4

 東 京 1,125 56.8 38.9 37.9 29.9 25.6 22.6 19.4 19.6 20.6 18.6 18.9 15.4

 大 阪 675 55.4 39.7 38.2 26.4 23.9 24.7 23.0 21.0 19.0 21.6 14.2 15.6

 男 904 58.1 36.7 33.6 26.3 26.4 24.7 21.7 25.2 16.0 21.8 13.9 16.2

 女 896 54.5 41.7 42.4 30.8 23.4 22.1 19.8 15.0 24.0 17.6 20.4 14.7

 13～19歳 71 42.3 28.2 19.7 11.3 12.7 2.8 25.4 16.9 9.9 9.9 15.5 5.6

 20 代 137 52.6 34.3 24.8 29.2 24.1 16.1 15.3 21.2 14.6 22.6 14.6 17.5

 30 代 186 60.8 39.2 32.3 39.2 23.1 19.9 20.4 18.3 15.1 26.9 13.4 22.0

男 40 代 170 58.2 32.9 30.6 30.6 28.8 31.8 19.4 29.4 14.1 24.1 11.2 20.0

 50 代 132 63.6 46.2 40.2 17.4 29.5 36.4 26.5 31.8 14.4 16.7 15.9 13.6

 60 代 152 59.2 34.2 46.1 22.4 34.2 27.6 25.7 28.3 23.7 20.4 15.1 14.5

 70～74歳 56 66.1 41.1 37.5 14.3 25.0 32.1 21.4 32.1 19.6 26.8 12.5 5.4

 13～19歳 68 41.2 29.4 17.6 32.4 19.1 4.4 20.6 8.8 27.9 5.9 25.0 10.3

 20 代 133 52.6 40.6 39.1 39.8 13.5 18.0 15.0 10.5 15.0 15.8 20.3 14.3

 30 代 180 51.1 38.3 40.0 40.6 23.3 16.1 13.9 12.8 30.0 18.9 23.9 15.6

女 40 代 160 46.3 38.1 41.9 23.1 26.3 28.8 20.6 12.5 25.0 26.9 17.5 18.8

 50 代 130 57.7 56.9 47.7 25.4 26.9 25.4 21.5 20.0 18.5 20.0 16.9 15.4

 60 代 162 64.8 42.6 55.6 28.4 27.2 25.3 26.5 18.5 25.9 13.0 19.1 11.7

 70～74歳 63 69.8 42.9 39.7 19.0 25.4 34.9 22.2 23.8 25.4 14.3 23.8 14.3
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向
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学
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力
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 ＴＯＴＡＬ 14.2 12.1 11.7 10.1 9.4 8.1 7.6 7.0 5.9 5.7 5.5 5.0 5.0

 東 京 14.9 12.4 11.6 10.1 9.6 8.1 8.1 6.8 6.5 6.4 5.3 5.4 5.4

 大 阪 12.9 11.6 11.9 9.9 9.0 8.1 6.8 7.4 4.9 4.4 5.8 4.3 4.3

 男 12.3 11.9 13.1 8.6 8.3 9.6 7.6 3.5 6.5 5.4 5.8 5.8 7.2

 女 16.1 12.2 10.3 11.5 10.5 6.6 7.6 10.5 5.2 5.9 5.2 4.2 2.8

 13～19歳 8.5 12.7 8.5 7.0 8.5 4.2 12.7 4.2 1.4 1.4 2.8 2.8 8.5

 20 代 8.0 13.9 16.8 10.9 5.1 15.3 5.8 3.6 5.1 10.2 8.8 7.3 8.8

 30 代 14.0 10.2 12.9 7.0 6.5 9.7 8.6 3.8 3.8 5.9 4.8 6.5 6.5

男 40 代 12.4 10.0 17.1 8.2 11.2 10.0 5.3 2.4 5.3 4.1 5.9 9.4 7.1

 50 代 15.2 9.8 18.9 6.8 6.8 6.8 8.3 3.8 8.3 3.8 6.8 4.5 6.8

 60 代 13.2 14.5 6.6 11.2 9.2 7.2 5.9 3.3 11.2 5.9 3.9 3.3 7.9

 70～74歳 12.5 16.1 1.8 8.9 14.3 14.3 12.5 5.4 12.5 3.6 7.1 1.8 3.6

 13～19歳 14.7 19.1 4.4 25.0 14.7 - 4.4 13.2 2.9 1.5 11.8 - 8.8

 20 代 11.3 14.3 11.3 12.8 12.0 10.5 6.8 15.0 3.8 8.3 7.5 3.0 2.3

 30 代 15.0 16.1 10.6 10.0 12.2 7.2 9.4 15.0 2.8 3.9 6.1 7.8 2.8

女 40 代 17.5 8.8 9.4 10.6 12.5 5.0 9.4 6.9 6.3 3.1 5.6 7.5 5.0

 50 代 22.3 8.5 13.1 10.0 8.5 9.2 7.7 7.7 3.8 6.9 3.8 2.3 1.5

 60 代 17.3 11.1 10.5 11.1 6.2 5.6 5.6 6.8 9.9 9.9 1.2 2.5 -

 70～74歳 11.1 7.9 9.5 4.8 7.9 4.8 7.9 9.5 6.3 6.3 3.2 1.6 1.6

（注）網掛け部分は、東京・大阪間、男・女間に信頼度 95％水準で有意差があることを示す。 
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表Ⅲ-５-８．豊かな生活を実現させるための課題（つづき）                                （％） 
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 ＴＯＴＡＬ 4.3 3.9 3.7 3.4 3.3 3.2 2.1 1.7 1.7 1.4 0.8 0.8 1.8

 東 京 4.2 3.9 3.6 2.9 3.5 2.9 2.2 1.7 1.6 1.1 0.8 0.7 1.3

 大 阪 4.4 3.9 3.7 4.3 3.0 3.7 1.8 1.8 1.8 2.1 0.9 1.0 2.5

 男 3.8 4.1 3.4 3.5 3.2 4.4 1.8 2.0 1.9 1.4 0.6 1.0 2.2

 女 4.8 3.7 3.9 3.3 3.3 2.0 2.3 1.5 1.5 1.5 1.1 0.7 1.3

 13～19歳 4.2 9.9 4.2 5.6 8.5 25.4 1.4 1.4 - 4.2 - - 16.9

 20 代 2.2 3.6 2.2 5.8 8.0 6.6 2.9 3.6 3.6 2.2 0.7 - 2.9

 30 代 3.2 1.1 5.9 1.6 1.6 3.2 1.6 3.8 1.1 1.6 0.5 2.2 1.6

男 40 代 7.6 2.9 2.4 2.4 1.8 2.4 3.5 - 2.4 1.2 1.2 1.2 -

 50 代 3.0 3.8 2.3 3.8 1.5 - 0.8 1.5 0.8 - - 0.8 -

 60 代 3.3 4.6 2.6 3.3 0.7 1.3 0.7 1.3 2.6 1.3 0.7 1.3 0.7

 70～74歳 - 10.7 5.4 5.4 5.4 1.8 - 1.8 1.8 - - - -

 13～19歳 2.9 2.9 4.4 5.9 2.9 10.3 - - - 2.9 4.4 2.9 7.4

 20 代 6.0 3.8 3.8 5.3 6.8 3.8 1.5 1.5 0.8 - 1.5 1.5 1.5

 30 代 4.4 2.8 3.9 3.9 3.9 1.7 3.9 1.7 1.1 2.8 - - 0.6

女 40 代 6.3 5.0 4.4 2.5 1.9 0.6 0.6 1.3 2.5 0.6 1.3 - 0.6

 50 代 3.8 3.1 1.5 1.5 2.3 - 3.1 0.8 1.5 2.3 0.8 - -

 60 代 3.7 3.7 4.9 3.1 3.1 0.6 2.5 1.2 2.5 1.2 1.2 0.6 0.6

 70～74歳 6.3 4.8 4.8 1.6 1.6 1.6 4.8 4.8 - - - 1.6 3.2

（注）網掛け部分は、東京・大阪間、男・女間に信頼度 95％水準で有意差があることを示す。 
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（９）日本の社会の今後の目標 

 

日本は今後どのようなことを社会の目標にしていくべきと思うか、と問うた結果を TOTAL でみ

ると、「将来への展望が持てる社会」が 43％で最も高く、以下「経済的に豊かな社会」「安全・安心

に暮らせる社会」（それぞれ 40％台）、「暮らしていて幸せと感じられる社会」「安心して子どもを産

み育てることのできる社会」（それぞれ 30％台）が続いている。 
 

東京・大阪間に有意差がみられるのは 2 項目で、「将来への展望が持てる社会」は大阪より東京、

「チャレンジ・努力が報われる社会」は東京より大阪のほうが高い。 

男女間には 5 項目で有意差がみられ、「生きがいを持てる社会」「歴史や伝統、地域の個性を尊重

する社会」「自由に発言・行動できる社会の」の 3 項目は大阪より東京、「安全・安心に暮らせる社

会」「安心して子どもを産み育てることのできる社会」の 2 項目は東京より大阪のほうが高い。 

 

 

 

図Ⅲ-５-９．日本の社会の今後の目標 
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東京・大阪、男女別にみた 1 位は、東京と男性では「将来の展望が持てる社会」、大阪では「経

済的に豊かな社会」、女性では「安全・安心に暮らせる社会」。 
 

性・年齢別にみた 1 位は、男性 30 代以下と満 70～74 歳、女性 20 代以下では「経済的に豊かな

社会」（女性満 13～19 歳では「安全・安心に暮らせる社会」も同率で 1 位）、男性 40 代～60 代と

女性 30 代・50 代以上では「将来の展望が持てる社会」、女性 40 代では「暮らしていて幸せと感じ

られる社会」（男性満 70～74 歳も「経済的に豊かな社会」と同率で 1 位）。 

 

 

表Ⅲ-５-９．日本の社会の今後の目標（上位３）                        （注）（ ）内数字は％ 

TOTAL<N=1,800> 将来の展望が持てる社会（43） 経済的に豊かな社会（41） 安全・安心に暮らせる社会（40） 

東京<N=1,125> 将来の展望が持てる社会（45） 経済的に豊かな社会／安全・安心に暮らせる社会（各 40） 

大阪<N=675> 経済的に豊かな社会（41） 将来の展望が持てる社会（40） 安全・安心に暮らせる社会（40） 

男性<N=904> 将来の展望が持てる社会（43） 経済的に豊かな社会（43） 
暮らしていて幸せと感じられる

社会（38） 

女性<N=896> 安全・安心に暮らせる社会（43） 将来の展望が持てる社会（43） 
暮らしていて幸せと感じられる

社会（41） 

男 13～19 歳<N=71> 経済的に豊かな社会（48） 将来の展望が持てる社会（38） 
暮らしていて幸せと感じられる

社会（31） 

男 20 代<N=137> 経済的に豊かな社会（46） 
暮らしていて幸せと感じられる

社会（37） 
将来の展望が持てる社会（36） 

男 30 代<N=186> 経済的に豊かな社会（44） 将来の展望が持てる社会（39） 安全・安心に暮らせる社会（37） 

男 40 代<N=170> 将来の展望が持てる社会（48） 経済的に豊かな社会（42） 
暮らしていて幸せと感じられる

社会（41） 

男 50 代<N=132> 将来の展望が持てる社会（55） 経済的に豊かな社会（45） 安全・安心に暮らせる社会（42） 

男 60 代<N=152> 将来の展望が持てる社会（43） 安全・安心に暮らせる社会（43） 
暮らしていて幸せと感じられる

社会（42） 

男 70～74 歳<N=56> 経済的に豊かな社会／暮らしていて幸せと感じられる社会（各 43） 将来の展望が持てる社会（39） 

女 13～19 歳<N=68> 経済的に豊かな社会／安全・安心に暮らせる社会（各 43） 
暮らしていて幸せと感じられる

社会（37） 

女 20 代<N=133> 経済的に豊かな社会（44） 安全・安心に暮らせる社会（41） 
安心して子どもを産み育てられ

る社会（38） 

女 30 代<N=180> 将来の展望が持てる社会（46） 安全・安心に暮らせる社会（44） 
暮らしていて幸せと感じられる

社会（42） 

女 40 代<N=160> 
暮らしていて幸せと感じられる

社会（49） 
安全・安心に暮らせる社会（44） 経済的に豊かな社会（36） 

女 50 代<N=130> 将来の展望が持てる社会（56） 
安全・安心に暮らせる社会 

（48）

暮らしていて幸せと感じられる

社会（42） 

女 60 代<N=162> 将来の展望が持てる社会（51） 
安心して子どもを産み育てられ

る社会（43） 
安全・安心に暮らせる社会（42） 

女 70～74 歳<N=63> 将来の展望が持てる社会（54） 経済的に豊かな社会（44） 

暮らしていて幸せと感じられる

社会／安心して子どもを産み育

てられる社会（各 38） 
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表Ⅲ-５-１０．日本の社会の今後の目標                                                （％） 
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 ＴＯＴＡＬ 1,800 43.0 40.8 40.1 39.6 32.3 16.7 13.1 12.6 10.2 8.7 8.4 6.3

 東 京 1,125 44.7 40.4 40.4 40.1 33.7 16.1 13.1 12.7 9.7 8.0 6.9 6.1

 大 阪 675 40.1 41.3 39.6 38.7 29.9 17.6 13.2 12.4 11.1 9.9 11.0 6.5

 男 904 43.1 42.8 37.3 38.1 27.5 16.3 13.1 12.3 10.4 10.4 8.7 6.7

 女 896 42.9 38.7 43.0 41.1 37.1 17.1 13.2 12.9 10.0 7.0 8.1 5.8

 13～19歳 71 38.0 47.9 29.6 31.0 8.5 8.5 8.5 8.5 8.5 18.3 11.3 4.2

 20 代 137 35.8 46.0 32.1 37.2 22.6 22.6 6.6 10.2 12.4 7.3 10.9 9.5

 30 代 186 39.2 43.5 37.1 32.8 35.5 21.0 9.7 13.4 10.8 8.6 11.3 7.0

男 40 代 170 47.6 42.4 37.1 40.6 27.1 17.6 12.9 14.1 10.6 8.8 8.8 7.1

 50 代 132 54.5 44.7 42.4 40.2 25.8 10.6 15.2 11.4 10.6 9.1 5.3 6.8

 60 代 152 43.4 35.5 42.8 42.1 32.2 15.1 21.7 11.2 7.9 11.8 5.9 5.9

 70～74歳 56 39.3 42.9 33.9 42.9 30.4 7.1 17.9 17.9 12.5 17.9 7.1 3.6

 13～19歳 68 27.9 42.6 42.6 36.8 27.9 17.6 8.8 8.8 8.8 11.8 4.4 7.4

 20 代 133 33.1 43.6 40.6 36.1 37.6 19.5 6.8 21.1 13.5 4.5 9.8 6.8

 30 代 180 45.6 39.4 44.4 42.2 37.8 18.9 12.2 15.6 9.4 3.3 10.0 2.2

女 40 代 160 30.6 36.3 44.4 48.8 30.0 20.0 16.9 10.6 11.3 8.1 10.6 5.0

 50 代 130 56.2 35.4 47.7 42.3 40.8 13.1 12.3 14.6 4.6 6.9 5.4 6.2

 60 代 162 51.2 35.2 42.0 38.3 43.2 14.2 18.5 9.9 9.3 9.9 5.6 5.6

 70～74歳 63 54.0 44.4 33.3 38.1 38.1 14.3 12.7 3.2 15.9 7.9 9.5 14.3
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 ＴＯＴＡＬ 5.3 4.1 3.0 2.3 1.4   

 東 京 6.0 3.8 3.4 2.5 1.0   

 大 阪 4.3 4.4 2.4 1.9 2.1   

 男 6.4 5.8 3.2 2.9 1.9   

 女 4.2 2.3 2.8 1.7 0.9   

 13～19歳 5.6 8.5 4.2 7.0 11.3   

 20 代 10.2 10.9 1.5 5.1 2.9   

 30 代 8.1 4.8 3.2 2.7 0.5   

男 40 代 5.9 4.1 1.8 1.8 0.6   

 50 代 4.5 5.3 1.5 0.8 -   

 60 代 2.6 3.3 7.2 2.6 1.3   

 70～74歳 8.9 5.4 3.6 1.8 1.8   

 13～19歳 5.9 8.8 - 5.9 2.9   

 20 代 8.3 2.3 1.5 3.0 1.5   

 30 代 3.3 2.2 2.8 1.1 1.1   

女 40 代 5.6 0.6 2.5 1.9 0.6   

 50 代 1.5 0.8 3.8 1.5 -   

 60 代 2.5 3.1 3.7 - 0.6   

 70～74歳 3.2 1.6 4.8 - -   

（注）網掛け部分は、東京・大阪間、男・女間に信頼度 95％水準で有意差があることを示す。 
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（10）関心を持っていること、特に不安を感じていること 

 

〔関心を持っていること〕 
 

TOTAL でみると、「食の安心・安全」「収入」（それぞれ 50％台）、「地震・台風・洪水などの自

然災害」「年金制度」（それぞれ 40％台）、「尖閣諸島・竹島などの領有権問題」「住宅の安全性（耐

震性や防犯性など）」「原発の今後」「税金の使われ方」「異常気象」「景気・株価」「子どもの将来」

「雇用」「政治」「子どもの遊び仲間・いじめ」「老後の生活設計」（それぞれ 30％台）が上位。 
 

東京・大阪間に有意差がみられるのは、「収入」「地震・台風・洪水などの自然災害」「尖閣諸島・

竹島などの領有権問題」「住宅の安全性（耐震性や防犯性など）」「異常気象」「雇用」「災害対策」「環

境問題」「親の介護」「犯罪・通り魔・暴力」の 10 項目で、10 項目とも大阪より東京のほうが高い。 
 

男女間には 36 項目中 24 項目で有意差がみられ、女性より男性のほうが高いのは「景気・株価」

「雇用」「政治」「円高」「ヨーロッパ発の経済危機」「国債の残高」の 6 項目で、「食の安心・安全」

「地震・台風・洪水などの自然災害」「住宅の安全性（耐震性や防犯性など）」「異常気象」「子ども

の遊び仲間・いじめ」をはじめとした 18 項目では男性より女性のほうが高い。 
 

性・年齢別にみた 1 位は、男性満 70～74 歳と女性 30 代以上では「食の安心・安全」、男性 20

代～50 代と女性 20 代では「収入」、男女満 13～19 歳では「進学・受験」、男性 60 代では「年金制

度」。 

 

 

 

 

 

〔特に不安を感じていること〕 
 

TOTAL でみると、「収入」が 39％で最も高く、以下「地震・台風・洪水などの自然災害」「年金

制度」（それぞれ 30％台）、「原発の今後」「異常気象」「景気・株価」「税金の使われ方」「尖閣諸島・

竹島などの領有権問題」「老後の生活設計」「政治」「雇用」「食の安心・安全」「災害対策」（それぞ

れ 20％台）が続いている。 
 

東京・大阪間に有意差がみられ、大阪より東京のほうが高いのは「地震・台風・洪水などの自然

災害」「災害対策」の 2 項目、東京より大阪のほうが高いのは「いざという時の保険・補償」「預貯

金金利」の 2 項目。 
 

男女間には 36 項目中 21 項目で有意差がみられ、女性より男性のほうが高いのは「収入」「景気・

株価」「政治」「雇用」「国債の残高」「円高」「ヨーロッパ発の経済危機」の 7 項目で、「地震・台風・

洪水などの自然災害」「異常気象」「老後の生活設計」「食の安心・安全」「災害対策」をはじめとし

た 14 項目では男性より女性のほうが高い。 
 

性・年齢別にみた 1 位は、男性 20 代～50 代では「収入」、男性 60 代以上と女性 50 代では「年

金制度」、女性満 13～19 歳と 30 代・40 代・60 代以上では「地震・台風・洪水などの自然災害」、

男性満 13～19 歳では「進学・受験」。 
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図Ⅲ-５-１０．関心を持っていること、特に不安を感じていること 
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表Ⅲ-５-１１．関心を持っていること（上位３）                             （注）（ ）内数字は％ 

TOTAL<N=1,800> 食の安心・安全（53） 収入（53） 
地震等の自然災害 

／年金制度（各 45）

東京<N=1,125> 収入（55） 食の安心・安全（53） 地震等の自然災害（50） 

大阪<N=675> 食の安心・安全（54） 収入（50） 年金制度（42） 

男性<N=904> 収入（55） 年金制度（46） 食の安心・安全（44） 

女性<N=896> 食の安心・安全（63） 収入（51） 地震等の自然災害（50） 

男 13～19 歳<N=71> 進学・受験（47） 食の安心・安全（37） 収入／雇用（各 34） 

男 20 代<N=137> 収入（59） 雇用（46） 景気・株価（37） 

男 30 代<N=186> 収入（69） 景気・株価（45） 食の安心・安全（42） 

男 40 代<N=170> 収入（58） 年金制度（51） 子どもの将来（45） 

男 50 代<N=132> 収入（64） 年金制度（60） 景気・株価（52） 

男 60 代<N=152> 年金制度（63） 原発の今後（54） 食の安心・安全（51） 

男 70～74 歳<N=56> 食の安心・安全（64） 領有権問題／原発の今後（各 57） 

女 13～19 歳<N=68> 進学・受験（49） 食の安心・安全（44） 地震等の自然災害（41） 

女 20 代<N=133> 収入（62） 食の安心・安全（52） 地震等の自然災害（44） 

女 30 代<N=180> 食の安心・安全（65） 収入（63） 子どもの遊び仲間・いじめ（55） 

女 40 代<N=160> 食の安心・安全（59） 収入（58） 子どもの将来（57） 

女 50 代<N=130> 食の安心・安全（75） 年金制度（61） 老後の生活設計（54） 

女 60 代<N=162> 食の安心・安全（69） 年金制度（57） 地震等の自然災害（56） 

女 70～74 歳<N=63> 食の安心・安全（70） 高齢者医療（67） 地震等の自然災害（56） 

 

表Ⅲ-５-１２．特に不安を感じていること（上位３）                           （注）（ ）内数字は％ 

TOTAL<N=1,800> 収入（39） 地震等の自然災害（37） 年金制度（36） 

東京<N=1,125> 地震等の自然災害（40） 収入（38） 年金制度（35） 

大阪<N=675> 収入（42） 年金制度（39） 地震等の自然災害（32） 

男性<N=904> 収入（42） 年金制度（37） 地震等の自然災害（31） 

女性<N=896> 地震等の自然災害（42） 収入（37） 年金制度（36） 

男 13～19 歳<N=71> 進学・受験（39） 地震等の自然災害（32） 雇用／税金の使われ方（各 30）

男 20 代<N=137> 収入（39） 雇用（38） 景気・株価（30） 

男 30 代<N=186> 収入（47） 年金制度（34） 地震等の自然災害（33） 

男 40 代<N=170> 収入（47） 年金制度（39） 景気・株価（29） 

男 50 代<N=132> 収入（48） 年金制度（46） 景気・株価（35） 

男 60 代<N=152> 年金制度（45） 収入（39） 地震等の自然災害（38） 

男 70～74 歳<N=56> 年金制度（54） 原発の今後（48） 地震等の自然災害（46） 

女 13～19 歳<N=68> 地震等の自然災害（40） 領有権問題（38） 進学・受験（37） 

女 20 代<N=133> 収入（42） 地震等の自然災害（37） 雇用（35） 

女 30 代<N=180> 地震等の自然災害（42） 収入（40） 食の安心・安全（36） 

女 40 代<N=160> 地震等の自然災害（43） 収入（41） 年金制度（36） 

女 50 代<N=130> 年金制度（52） 老後の生活設計（41） 収入（39） 

女 60 代<N=162> 地震等の自然災害（49） 年金制度（41） 老後の生活設計（40） 

女 70～74 歳<N=63> 地震等の自然災害（48） 異常気象（44） 高齢者医療（40） 
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表Ⅲ-５-１３．関心を持っていること                                                   （％） 

  

Ｎ
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台
風

・
洪
水

 

年
金
制

度
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等

） 
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税
金
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れ

方
 

異
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象
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気

・
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価

 

子
ど

も
の
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来

 

雇
 

用
 

 ＴＯＴＡＬ 1,800 53.3 53.1 44.6 44.6 38.0 37.7 37.1 36.7 36.3 35.4 32.8 31.6

 東 京 1,125 52.8 55.0 49.7 46.0 39.8 40.8 38.8 37.2 39.1 36.8 33.6 34.0

 大 阪 675 54.2 49.8 36.0 42.4 35.0 32.6 34.2 35.7 31.6 33.2 31.4 27.7

 男 904 43.8 55.2 38.7 45.6 39.2 33.4 37.4 36.2 32.3 41.2 31.2 34.8

 女 896 62.9 50.9 50.4 43.6 36.8 42.1 36.8 37.2 40.3 29.7 34.4 28.3

 13～19歳 71 36.6 33.8 26.8 16.9 25.4 22.5 21.1 19.7 18.3 26.8 12.7 33.8

 20 代 137 32.1 59.1 29.9 31.4 35.8 24.8 25.5 31.4 29.2 37.2 16.8 46.0

 30 代 186 41.9 69.4 36.6 34.4 35.5 29.0 27.4 33.3 22.6 44.6 40.3 41.4

男 40 代 170 43.5 58.2 40.0 51.2 40.0 34.7 37.6 38.8 34.1 44.1 44.7 37.6

 50 代 132 45.5 63.6 38.6 59.8 38.6 37.9 44.7 41.7 40.9 51.5 42.4 38.6

 60 代 152 51.3 43.4 50.0 63.2 46.1 45.4 53.9 41.4 37.5 36.8 21.1 17.1

 70～74歳 56 64.3 28.6 48.2 55.4 57.1 35.7 57.1 42.9 50.0 35.7 19.6 17.9

 13～19歳 68 44.1 22.1 41.2 16.2 33.8 27.9 22.1 23.5 27.9 16.2 13.2 25.0

 20 代 133 51.9 62.4 43.6 33.1 24.8 35.3 27.1 39.1 39.1 28.6 16.5 37.6

 30 代 180 65.0 63.3 54.4 36.1 39.4 46.7 40.0 35.0 42.2 37.8 53.3 32.8

女 40 代 160 59.4 57.5 48.1 41.3 34.4 37.5 33.1 37.5 35.6 29.4 56.9 30.0

 50 代 130 75.4 50.0 50.8 60.8 38.5 49.2 45.4 36.9 45.4 28.5 33.8 28.5

 60 代 162 68.5 45.1 55.6 57.4 42.6 47.5 42.6 42.6 43.2 32.1 22.8 18.5

 70～74歳 63 69.8 22.2 55.6 52.4 46.0 41.3 41.3 39.7 44.4 20.6 14.3 20.6
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健
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・
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配
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料
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進
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再
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 ＴＯＴＡＬ 30.9 30.6 30.2 29.6 29.0 28.4 28.1 27.3 27.3 25.9 25.8 25.2 24.3

 東 京 30.8 31.6 30.5 32.9 30.0 27.4 30.4 28.2 27.6 27.0 27.0 25.3 26.8

 大 阪 31.1 28.9 29.6 24.0 27.4 30.1 24.1 25.8 27.0 24.1 23.9 24.9 20.1

 男 37.3 26.1 26.9 24.8 25.0 20.8 26.3 24.1 24.4 24.8 27.4 23.3 22.0

 女 24.4 35.2 33.5 34.4 33.0 36.0 29.8 30.5 30.2 27.1 24.2 27.0 26.6

 13～19歳 21.1 16.9 2.8 19.7 8.5 16.9 18.3 5.6 4.2 25.4 8.5 9.9 7.0

 20 代 35.0 21.9 8.8 24.8 19.7 13.1 24.8 13.9 10.9 21.9 21.9 10.9 14.6

 30 代 34.4 36.0 16.1 15.6 24.2 11.8 19.9 11.3 14.5 16.1 22.6 11.8 22.0

男 40 代 37.1 32.4 30.6 27.6 27.1 22.4 28.8 22.9 22.4 25.9 31.2 21.8 34.1

 50 代 42.4 19.7 43.2 25.0 23.5 24.2 28.0 28.0 29.5 29.5 28.0 29.5 31.1

 60 代 40.8 21.1 45.4 30.3 37.5 28.3 30.9 44.7 47.4 29.6 41.4 45.4 16.4

 70～74歳 51.8 25.0 37.5 37.5 25.0 41.1 37.5 53.6 48.2 32.1 30.4 39.3 16.1

 13～19歳 16.2 27.9 1.5 30.9 7.4 14.7 23.5 8.8 1.5 23.5 16.2 11.8 13.2

 20 代 23.3 30.8 17.3 33.1 24.8 24.1 30.1 14.3 14.3 21.8 23.3 12.8 26.3

 30 代 21.7 55.0 23.9 38.9 40.6 38.9 30.6 20.6 25.6 22.8 26.1 19.4 26.1

女 40 代 16.9 44.4 35.0 29.4 31.3 30.0 25.0 18.8 31.3 23.8 21.3 20.6 40.6

 50 代 25.4 24.6 53.8 37.7 40.0 41.5 35.4 43.1 39.2 26.9 24.6 40.0 34.6

 60 代 34.0 27.2 53.7 32.1 38.9 46.3 33.3 51.2 43.8 37.7 27.8 42.6 20.4

 70～74歳 36.5 14.3 31.7 39.7 31.7 54.0 25.4 66.7 52.4 36.5 27.0 44.4 6.3

（注）網掛け部分は、東京・大阪間、男・女間に信頼度 95％水準で有意差があることを示す。 
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表Ⅲ-５-１３．関心を持っていること（つづき）                                     （％） 
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債
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 ＴＯＴＡＬ 23.6 21.8 20.9 20.8 20.2 17.3 16.5 16.2 12.9 11.8 11.6 3.5

 東 京 24.6 22.0 21.6 22.4 21.6 18.0 17.2 16.0 13.2 12.4 12.5 3.2

 大 阪 21.8 21.5 19.7 18.2 17.8 16.1 15.4 16.6 12.4 10.7 9.9 4.0

 男 21.1 18.6 24.8 18.8 20.6 16.0 14.2 12.4 15.8 9.7 13.7 4.3

 女 26.0 25.1 17.0 22.9 19.8 18.6 18.9 20.1 9.9 13.8 9.4 2.7

 13～19歳 14.1 46.5 18.3 19.7 23.9 14.1 5.6 4.2 15.5 0.0 2.8 15.5

 20 代 16.8 12.4 18.2 20.4 22.6 20.4 12.4 17.5 17.5 9.5 13.1 9.5

 30 代 30.1 16.7 21.5 16.1 20.4 15.6 12.9 20.4 12.4 11.3 8.6 3.8

男 40 代 34.1 28.8 22.9 25.3 22.9 17.1 14.1 18.8 14.7 16.5 15.3 2.9

 50 代 20.5 22.0 31.1 15.2 16.7 13.6 12.1 5.3 15.9 6.8 15.2 0.8

 60 代 7.2 3.9 28.3 17.8 18.4 14.5 19.1 3.3 14.5 7.2 19.1 0.7

 70～74歳 10.7 5.4 41.1 14.3 19.6 16.1 25.0 5.4 30.4 10.7 23.2 1.8

 13～19歳 11.8 48.5 7.4 26.5 27.9 17.6 2.9 11.8 7.4 7.4 8.8 13.2

 20 代 21.1 15.0 19.5 19.5 18.0 21.1 15.0 26.3 9.0 13.5 10.5 4.5

 30 代 43.9 32.8 13.9 30.6 24.4 21.1 17.2 46.7 8.9 27.2 9.4 1.1

女 40 代 48.1 47.5 12.5 21.9 15.0 16.9 19.4 18.1 6.3 12.5 1.9 0.6

 50 代 18.5 17.7 18.5 20.8 20.8 15.4 20.8 6.9 10.8 7.7 7.7 0.8

 60 代 8.6 8.0 24.7 19.8 19.8 20.4 29.0 8.6 16.0 11.7 13.6 1.2

 70～74歳 4.8 1.6 19.0 19.0 11.1 14.3 17.5 1.6 9.5 4.8 19.0 4.8

 

表Ⅲ-５-１４．特に不安を感じていること                                                 （％） 
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震
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台
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度

原
発
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気
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価

税
金

の
使

わ
れ

方

領
有
権
問
題

竹
島

な
ど

の
 

尖
閣
諸
島

・ 

老
後

の
生

活
設
計

政
 
治

雇
 

用

食
の

安
心

・安
全

 ＴＯＴＡＬ 1,800 39.3 36.7 36.4 28.1 27.8 27.1 25.1 24.0 23.4 23.2 22.6 21.6

 東 京 1,125 37.8 39.6 35.1 28.4 29.1 26.4 23.9 24.8 22.4 22.3 21.9 21.9

 大 阪 675 41.9 31.7 38.7 27.4 25.8 28.1 27.0 22.7 25.2 24.7 23.9 21.2

 男 904 41.9 31.4 37.3 27.7 23.7 29.4 26.7 24.8 20.5 25.8 24.9 17.9

 女 896 36.7 42.0 35.6 28.5 32.0 24.7 23.4 23.2 26.5 20.6 20.3 25.3

 13～19歳 71 22.5 32.4 18.3 23.9 21.1 26.8 29.6 28.2 8.5 26.8 29.6 19.7

 20 代 137 39.4 24.8 24.8 21.2 19.7 29.9 26.3 28.5 10.2 25.5 38.0 15.3

 30 代 186 46.8 33.3 34.4 21.5 22.6 31.7 26.9 24.2 12.4 30.1 26.3 16.1

男 40 代 170 47.1 27.1 38.8 25.9 21.2 28.8 25.3 23.5 21.2 22.9 25.9 20.6

 50 代 132 47.7 27.3 46.2 29.5 21.2 34.8 26.5 21.2 32.6 22.7 22.7 12.9

 60 代 152 38.8 37.5 45.4 35.5 29.6 25.0 26.3 23.0 30.9 24.3 13.2 23.0

 70～74歳 56 35.7 46.4 53.6 48.2 37.5 25.0 28.6 30.4 28.6 30.4 16.1 17.9

 13～19歳 68 20.6 39.7 13.2 22.1 30.9 25.0 25.0 38.2 8.8 23.5 22.1 16.2

 20 代 133 42.1 36.8 30.1 19.5 29.3 24.8 30.1 20.3 11.3 25.6 34.6 18.0

 30 代 180 40.0 41.7 32.8 32.2 30.6 25.6 26.7 22.8 22.2 23.3 21.1 36.1

女 40 代 160 41.3 42.5 35.6 23.8 25.6 23.8 21.3 20.6 28.1 13.8 17.5 26.9

 50 代 130 39.2 36.9 51.5 37.7 33.8 25.4 19.2 18.5 40.8 17.7 20.0 27.7

 60 代 162 34.0 48.8 40.7 29.0 36.4 25.3 24.1 27.8 39.5 23.5 9.9 21.6

 70～74歳 63 23.8 47.6 33.3 34.9 44.4 20.6 11.1 19.0 22.2 15.9 20.6 20.6

（注）網掛け部分は、東京・大阪間、男・女間に信頼度 95％水準で有意差があることを示す。 
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表Ⅲ-５-１４．特に不安を感じていること（つづき）                                      （％） 
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偶
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 ＴＯＴＡＬ 20.2 19.8 19.7 19.3 18.6 18.2 17.9 17.6 17.4 17.4 16.3 15.7 14.8

 東 京 21.8 21.2 20.3 20.1 18.6 17.7 18.1 16.7 17.6 16.5 14.8 16.7 14.0

 大 阪 17.5 17.5 18.8 18.1 18.7 19.0 17.5 19.0 17.2 18.8 18.7 13.9 16.1

 男 15.9 19.4 18.6 15.8 15.8 16.5 18.5 16.2 14.9 14.6 14.0 14.6 13.5

 女 24.4 20.3 20.9 22.9 21.4 19.9 17.3 19.0 20.0 20.2 18.5 16.7 16.2

 13～19歳 18.3 18.3 12.7 11.3 7.0 5.6 25.4 11.3 28.2 22.5 14.1 21.1 8.5

 20 代 16.1 19.0 9.5 16.1 8.8 10.2 20.4 6.6 15.3 13.1 8.0 12.4 3.6

 30 代 14.0 12.9 22.6 10.2 14.5 8.6 19.4 11.3 21.0 16.1 14.0 14.5 8.6

男 40 代 17.6 21.8 25.3 13.5 27.6 15.3 14.1 16.5 13.5 12.4 13.5 14.7 8.2

 50 代 11.4 16.7 24.2 14.4 23.5 16.7 10.6 15.9 6.8 7.6 14.4 9.1 11.4

 60 代 15.8 24.3 13.2 23.7 12.5 32.2 20.4 28.3 11.2 16.4 17.8 17.1 27.6

 70～74歳 25.0 28.6 16.1 28.6 3.6 32.1 28.6 28.6 10.7 21.4 19.6 17.9 42.9

 13～19歳 32.4 20.6 10.3 26.5 8.8 11.8 29.4 10.3 25.0 30.9 8.8 25.0 5.9

 20 代 23.3 17.3 14.3 18.8 17.3 8.3 21.1 9.8 21.1 27.1 20.3 18.8 6.0

 30 代 22.2 14.4 28.9 20.0 25.6 15.0 18.9 15.0 32.8 25.6 18.3 17.2 12.8

女 40 代 22.5 13.1 31.9 21.9 35.0 11.9 12.5 15.0 23.8 13.8 16.3 14.4 15.6

 50 代 23.1 26.2 24.6 24.6 27.7 26.9 13.8 26.2 10.8 20.0 23.1 17.7 23.1

 60 代 25.9 29.0 13.6 26.5 14.2 32.7 17.9 30.2 11.7 13.0 20.4 14.8 25.3

 70～74歳 28.6 27.0 6.3 25.4 3.2 39.7 9.5 25.4 6.3 14.3 17.5 11.1 22.2
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こ
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 ＴＯＴＡＬ 13.3 12.0 11.6 11.2 11.2 11.0 10.6 10.4 9.7 7.4 5.6 5.5

 東 京 14.4 11.2 11.9 11.2 11.0 10.6 10.7 10.4 8.6 6.8 5.1 5.2

 大 阪 11.4 13.3 11.1 11.1 11.4 11.7 10.5 10.5 11.6 8.4 6.4 6.1

 男 11.7 9.6 10.1 13.1 13.2 13.4 8.7 11.7 9.7 5.1 5.4 6.0

 女 14.8 14.4 13.2 9.3 9.2 8.6 12.5 9.2 9.7 9.8 5.7 5.0

 13～19歳 9.9 12.7 39.4 12.7 18.3 15.5 9.9 14.1 5.6 7.0 9.9 14.1

 20 代 9.5 12.4 5.1 13.9 11.7 13.1 8.0 6.6 7.3 5.1 2.9 10.2

 30 代 14.0 9.1 7.5 10.2 9.7 14.5 4.8 11.3 8.6 5.4 8.1 5.4

男 40 代 20.0 10.0 13.5 12.4 11.2 12.4 7.1 10.6 8.2 7.1 4.1 5.3

 50 代 9.8 6.1 7.6 11.4 10.6 12.1 12.1 11.4 6.8 - 3.8 2.3

 60 代 6.6 7.2 3.3 13.8 19.1 11.8 9.9 15.1 14.5 5.3 5.3 3.9

 70～74歳 5.4 14.3 7.1 25.0 17.9 17.9 16.1 17.9 23.2 7.1 5.4 3.6

 13～19歳 8.8 22.1 36.8 13.2 11.8 5.9 14.7 8.8 4.4 11.8 7.4 16.2

 20 代 9.8 15.0 6.8 11.3 8.3 11.3 10.5 9.0 8.3 20.3 7.5 7.5

 30 代 25.6 15.0 18.3 13.9 6.1 7.2 16.7 8.9 6.1 18.9 9.4 2.2

女 40 代 30.6 10.6 25.0 6.3 8.1 4.4 6.3 8.8 6.9 5.6 5.0 4.4

 50 代 12.3 13.1 5.4 4.6 10.0 7.7 13.8 13.1 12.3 2.3 2.3 1.5

 60 代 1.9 15.4 1.9 9.9 10.5 11.1 13.6 6.8 14.2 4.3 3.1 3.7

 70～74歳 - 12.7 1.6 3.2 14.3 15.9 12.7 9.5 19.0 - 4.8 7.9

（注）網掛け部分は、東京・大阪間、男・女間に信頼度 95％水準で有意差があることを示す。 
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（１１）環境問題 
 

－１．環境問題や環境用語の中で関心が高いもの 
 

TOTAL でみると、最も関心が高い環境問題・環境用語は「地球温暖化」で 74％が回答、以下「環
境汚染（大気汚染・海洋汚染・土壌汚染など）」（54％）、「森林の減少など自然破壊」「再生可能エ
ネルギー」（それぞれ 40％台）が続いている。 

 

東京・大阪間に有意差がみられるのは「生物多様性」「ビル・エネルギー・マネージメントシステ
ム（BEMS）」の 2 項目で、2 項目とも大阪より東京のほうが高い。 

男女間には 24 項目中 11 項目で有意差がみられ、「循環型社会」「低炭素社会」「ゼロ・エミッシ
ョン」をはじめとした 7 項目は女性より男性、「地球温暖化」「環境汚染」「自然破壊」「ゴミ排出量
の増加」の 4 項目は男性より女性のほうが高い。 

 

 

 

図Ⅲ-５-１１．環境問題や環境用語の中で関心が高いもの 

 

TOTAL <N=1,800> （％）
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表Ⅲ-５-１５．環境問題や環境用語の中で関心が高いもの（上位 3）             （注）（ ）内数字は％ 
TOTAL<N=1,800> 地球温暖化（74） 環境汚染（54） 森林の減少など自然破壊（45） 

東京<N=1,125> 地球温暖化（75） 環境汚染（55） 森林の減少など自然破壊（46） 
大阪<N=675> 地球温暖化（72） 環境汚染（53） 森林の減少など自然破壊（44） 
男<N=904> 地球温暖化（69） 環境汚染（50） 森林の減少など自然破壊（42） 
女<N=896> 地球温暖化（78） 環境汚染（59） 森林の減少など自然破壊（48） 

男 13～19歳<N=71> 地球温暖化（66） 環境汚染（34） 森林の減少など自然破壊（30） 
男 20 代<N=137> 地球温暖化（58） 環境汚染（43） 森林の減少など自然破壊（37） 
男 30 代<N=186> 地球温暖化（59） 環境汚染（44） 森林の減少など自然破壊 

／再生可能エネルギー（各 32）
男 40代<N=170> 地球温暖化（74） 環境汚染（50） 森林の減少など自然破壊（46） 
男 50 代<N=132> 地球温暖化（73） 環境汚染（52） 再生可能エネルギー 

／産業廃棄物の処理（各 46）
男 60代<N=152> 地球温暖化（77） 環境汚染（62） 森林の減少など自然破壊 

／脱原発（各 54）
男 70～74歳<N=56> 地球温暖化（86） 環境汚染／森林の減少など自然破壊（各 64） 
女 13～19歳<N=68> 地球温暖化（82） 環境汚染（46） 森林の減少など自然破壊（37） 

女 20 代<N=133> 地球温暖化（68） 環境汚染（53） 森林の減少など自然破壊（43） 
女 30 代<N=180> 地球温暖化（77） 環境汚染（57） 森林の減少など自然破壊（42） 
女 40 代<N=160> 地球温暖化（74） 環境汚染（57） 森林の減少など自然破壊（43） 
女 50 代<N=156> 地球温暖化（86） 環境汚染（60） 再生可能エネルギー（51） 
女 60 代<N=162> 地球温暖化（85） 環境汚染（68） 森林の減少など自然破壊（64） 

女 70～74歳<N=56> 地球温暖化（83） 環境汚染（71） 森林の減少など自然破壊（60） 
 
表Ⅲ-５-１６．環境問題や環境用語の中で関心が高いもの                                       （％） 
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 ＴＯＴＡＬ 1,800 73.8 54.3 45.0 40.1 37.9 33.1 26.3 24.3 20.9 14.8 14.3 11.7
 東 京 1,125 74.9 55.2 45.6 41.2 39.2 34.6 26.4 25.2 21.2 15.9 14.9 12.3
 大 阪 675 71.9 52.7 44.0 38.2 35.9 30.5 26.2 23.0 20.4 13.0 13.2 10.7
 男 904 68.9 49.6 41.8 38.8 37.6 32.7 21.3 25.0 21.2 15.6 15.4 13.7
 女 896 78.7 59.0 48.2 41.3 38.3 33.4 31.4 23.7 20.5 14.1 13.2 9.6
 13～19歳 71 66.2 33.8 29.6 16.9 21.1 12.7 18.3 8.5 12.7 15.5 12.7 9.9
 20 代 137 58.4 43.1 37.2 27.0 29.2 22.6 19.7 17.5 19.0 13.1 19.0 11.7
 30 代 186 59.1 44.1 31.7 31.7 26.9 21.0 14.0 22.6 22.0 14.0 9.7 7.5

男 40 代 170 73.5 50.0 45.9 43.5 37.1 32.9 22.4 23.5 24.7 15.3 14.1 12.9
 50 代 132 72.7 51.5 38.6 46.2 45.5 46.2 23.5 29.5 20.5 18.2 18.2 15.2
 60 代 152 77.0 61.8 53.9 53.3 53.9 48.0 27.6 36.2 21.7 17.1 16.4 21.1
 70～74歳 56 85.7 64.3 64.3 48.2 53.6 48.2 28.6 35.7 25.0 17.9 23.2 23.2
 13～19歳 68 82.4 45.6 36.8 19.1 16.2 16.2 27.9 8.8 8.8 11.8 30.9 7.4
 20 代 133 67.7 53.4 42.9 36.1 27.8 24.8 21.8 15.8 30.8 8.3 19.5 4.5
 30 代 180 76.7 57.2 42.2 37.2 35.6 31.1 32.8 20.6 19.4 12.2 8.9 8.3

女 40 代 160 74.4 56.9 43.1 35.0 36.3 28.8 30.0 23.8 21.9 14.4 8.1 8.8
 50 代 130 86.2 60.0 49.2 50.8 47.7 43.8 30.0 27.7 19.2 11.5 13.8 10.8
 60 代 162 85.2 67.9 63.6 54.9 46.9 38.3 35.8 32.7 16.7 20.4 9.9 15.4
 70～74歳 63 82.5 71.4 60.3 49.2 55.6 54.0 46.0 33.3 23.8 22.2 12.7 11.1

（注）網掛け部分は、東京・大阪間、男・女間に信頼度 95％水準で有意差があることを示す。 
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表Ⅲ-５-１６．環境問題や環境用語の中で関心が高いもの（つづき）                                （％） 
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 ＴＯＴＡＬ 7.4 5.2 4.6 4.0 3.7 2.9 2.7 2.6 2.6 1.9 1.9 1.4 6.6
 東 京 7.5 6.3 4.8 4.4 4.1 3.2 3.6 2.6 2.8 2.3 2.0 1.4 6.4
 大 阪 7.4 3.3 4.1 3.4 3.0 2.4 1.3 2.7 2.2 1.3 1.8 1.5 6.8
 男 8.5 5.3 4.1 5.5 4.3 2.7 3.1 4.6 4.3 2.8 2.8 2.7 8.1
 女 6.4 5.0 5.0 2.5 3.0 3.1 2.3 0.6 0.8 1.1 1.0 0.2 5.0
 13～19歳 11.3 2.8 5.6 5.6 4.2 2.8 2.8 5.6 2.8 4.2 1.4 1.4 25.4
 20 代 11.7 8.0 10.9 5.8 5.1 5.1 5.1 6.6 6.6 4.4 5.1 2.9 11.7
 30 代 8.1 2.7 2.7 2.7 3.2 1.6 2.2 3.8 4.3 4.3 3.2 3.2 10.8

男 40 代 5.9 7.6 2.9 6.5 6.5 3.5 3.5 7.6 4.7 2.9 2.9 2.9 5.9
 50 代 9.8 4.5 2.3 6.8 6.1 3.0 3.8 3.0 4.5 0.8 0.8 2.3 3.8
 60 代 4.6 5.3 2.0 6.6 0.7 0.7 0.7 2.0 3.3 1.3 2.0 2.0 1.3
 70～74歳 14.3 5.4 3.6 5.4 5.4 1.8 5.4 3.6 1.8 - 3.6 3.6 3.6
 13～19歳 8.8 10.3 11.8 2.9 - 2.9 - - - - 1.5 - 11.8
 20 代 8.3 3.8 9.8 2.3 1.5 3.8 3.0 1.5 0.8 2.3 1.5 - 12.0
 30 代 2.2 5.0 5.6 1.7 1.1 3.3 0.6 0.6 1.1 0.6 1.1 - 2.8

女 40 代 3.1 2.5 5.0 3.1 3.1 6.3 0.6 - 0.6 0.6 0.6 - 6.3
 50 代 4.6 1.5 1.5 0.8 6.9 0.8 3.1 1.5 - - 0.8 - 0.8
 60 代 11.1 7.4 1.9 2.5 3.7 1.2 4.9 - 1.2 2.5 1.2 1.2 1.9
 70～74歳 11.1 9.5 1.6 6.3 4.8 3.2 4.8 - 1.6 1.6 - - 3.2

（注）網掛け部分は、東京・大阪間、男・女間に信頼度 95％水準で有意差があることを示す。 
 
 
 
 
－２．環境問題に対する意識・行動 
 

TOTAL でみると、「地球温暖化は、切実な問題だと感じている」が 70％で最も高く、以下「環
境問題に対して、個人レベルでも努力すべきだと思う」（55％）、「次の世代のために、環境問題に
取り組むべきだと思う」（46％）が続いている。 

 

東京・大阪間には「地球温暖化は切実な問題だと感じている」「環境問題の解決のためには、国や
地方公共団体による法整備や規制が必要だと思う」「地球温暖化防止のためなら、多少の不便は我慢
できる」「多少コストがかかっても、環境負荷の少ない商品を選ぶべきだと思う」「環境問題の取り
組みに積極的な企業の商品を買ったり、投資したい」「企業の環境問題への取り組みについて、もっ
と知りたいと思う」の 6 項目で有意差がみられ、6 項目とも大阪より東京のほうが高い。 

男女間に有意差がみられ、女性より男性のほうが高いのは、「技術の進歩によって環境問題は解決
に近づけると思う」の 1 項目で、「地球温暖化は、切実な問題だと感じている」「環境問題に対して、
個人レベルでも努力するべきだと思う」「次の世代のために、環境問題に取り組むべきだと思う」「地
球温暖化防止のためなら、多少の不便は我慢できる」「環境保全のための募金やチャリティに参加す
るようにしている」の 5 項目では男性より女性のほうが高い。 
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図Ⅲ-５-１２．環境問題に対する意識・行動 

 

 
表Ⅲ-５-１７．環境問題に対する意識・行動（上位3）                        （注）（ ）内数字は％ 

TOTAL<N=1,800> 地球温暖化は切実な問題（70） 環境問題は個人レベルでも…（55） 次世代のため取り組むべき（46） 
東京<N=1,125> 地球温暖化は切実な問題（72） 環境問題は個人レベルでも…（56） 次世代のため取り組むべき（48） 
大阪<N=675> 地球温暖化は切実な問題（67） 環境問題は個人レベルでも…（53） 次世代のため取り組むべき（45） 
男<N=904> 地球温暖化は切実な問題（68） 環境問題は個人レベルでも…（51） 次世代のため取り組むべき（44） 
女<N=896> 地球温暖化は切実な問題（73） 環境問題は個人レベルでも…（59） 次世代のため取り組むべき（49） 

男 13～19歳<N=71> 地球温暖化は切実な問題（58） 環境問題は個人レベルでも…（34） 次世代のため取り組むべき（27） 
男 20 代<N=137> 地球温暖化は切実な問題（64） 環境問題は個人レベルでも…（51） 次世代のため取り組むべき（31） 
男 30 代<N=186> 地球温暖化は切実な問題（59） 環境問題は個人レベルでも…（49） 次世代のため取り組むべき（37） 
男 40 代<N=170> 地球温暖化は切実な問題（69） 環境問題は個人レベルでも…（53） 次世代のため取り組むべき（44） 
男 50 代<N=132> 地球温暖化は切実な問題（73） 環境問題は個人レベルでも…（57） 次世代のため取り組むべき（55） 
男 60 代<N=152> 地球温暖化は切実な問題（76） 次世代のため取り組むべき（55） 環境問題は個人レベルでも…（51）

男 70～74歳<N=56> 地球温暖化は切実な問題（86） 環境問題は個人レベルでも…（66） 次世代のため取り組むべき（63） 
女 13～19歳<N=68> 地球温暖化は切実な問題（68） 環境問題は個人レベルでも…（46） 次世代のため取り組むべき（34） 

女 20 代<N=133> 地球温暖化は切実な問題（65） 環境問題は個人レベルでも…（54） 次世代のため取り組むべき（41） 
女 30 代<N=180> 地球温暖化は切実な問題（66） 環境問題は個人レベルでも…（61） 次世代のため取り組むべき（53） 
女 40 代<N=160> 地球温暖化は切実な問題（74） 環境問題は個人レベルでも…（60） 次世代のため取り組むべき（49） 
女 50 代<N=156> 地球温暖化は切実な問題（77） 環境問題は個人レベルでも…（65） 次世代のため取り組むべき（55） 
女 60 代<N=162> 地球温暖化は切実な問題（81） 環境問題は個人レベルでも…（61） 次世代のため取り組むべき（53） 

女 70～74歳<N=56> 地球温暖化は切実な問題（86） 環境問題は個人レベルでも…（62） 多少の不便は我慢できる（56） 

TOTAL <N=1,800> （％）

地球温暖化は、切実な問題だと感じている

環境問題に対して、個人レベルでも努力すべきだと思う

次の世代のために、環境問題に取り組むべきだと思う

環境問題の解決のためには、国や地方自治体による法整備や規制が必要だと思う

地球温暖化防止のためなら、多少の不便は我慢できる

環境問題の解決のためには、企業や産業による努力が必要だと思う

環境問題の解決のためには、国や企業だけでなく、個人レベルでも負担が必要だと思う

多少コストがかかっても、環境負荷の少ない商品を選ぶべきだと思う

技術の進歩によって環境問題は解決に近づけると思う

個人レベルでいくら工夫をしても、環境問題は解決できないと思う

環境意識の高い人は、一歩進んだ人だと思う

環境問題の取り組みに積極的な企業の商品を買ったり、投資したい

企業の環境問題への取り組みについて、もっと知りたいと思う

エコプロダクトが普及することで、環境問題は解決に近づけると思う

家庭の中で、環境問題がよく話題にのぼる

環境保全のための募金やチャリティに参加するようにしている

環境問題について、普段から積極的に情報を得ている

この中にはない
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表Ⅲ-５-１８．環境問題に対する意識・行動                                                   （％） 
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 ＴＯＴＡＬ 1,800 70.4 55.2 46.4 33.4 33.1 31.4 27.1 18.3 18.2 17.7 15.0 10.3
 東 京 1,125 72.4 56.4 47.5 35.6 35.9 32.7 28.3 19.8 17.3 17.4 14.7 11.9
 大 阪 675 67.3 53.3 44.6 29.6 28.3 29.3 25.0 15.9 19.7 18.2 15.6 7.7
 男 904 67.8 51.3 43.8 34.6 29.9 31.2 25.9 16.7 21.9 19.4 13.9 9.4
 女 896 73.1 59.2 49.0 32.1 36.3 31.7 28.2 20.0 14.5 16.1 16.1 11.3
 13～19歳 71 57.7 33.8 26.8 14.1 11.3 8.5 11.3 11.3 15.5 12.7 8.5 1.4
 20 代 137 63.5 51.1 31.4 27.0 21.2 17.5 26.3 13.9 19.0 23.4 16.8 7.3
 30 代 186 58.6 48.9 37.1 32.3 21.5 26.3 20.4 12.9 22.6 21.5 12.4 4.8

男 40 代 170 68.8 52.9 43.5 34.1 31.8 35.9 24.7 19.4 24.7 14.1 11.8 11.2
 50 代 132 72.7 56.8 54.5 38.6 29.5 32.6 32.6 15.2 24.2 17.4 14.4 11.4
 60 代 152 75.7 50.7 55.3 46.1 46.1 46.7 28.3 19.7 20.4 24.3 19.1 13.8
 70～74歳 56 85.7 66.1 62.5 48.2 53.6 50.0 42.9 30.4 25.0 17.9 10.7 17.9
 13～19歳 68 67.6 45.6 33.8 10.3 30.9 7.4 13.2 10.3 13.2 16.2 14.7 10.3
 20 代 133 64.7 54.1 41.4 36.1 21.8 23.3 25.6 15.8 15.8 15.0 17.3 12.0
 30 代 180 66.1 60.6 53.3 32.2 31.1 30.0 26.1 16.7 13.9 13.9 17.2 9.4

女 40 代 160 74.4 60.0 48.8 30.0 34.4 28.8 22.5 20.0 11.9 18.8 16.9 9.4
 50 代 130 76.9 65.4 54.6 30.8 37.7 36.9 36.2 19.2 18.5 16.9 12.3 12.3
 60 代 162 80.9 60.5 52.5 37.7 49.4 48.1 35.8 26.5 16.0 16.0 15.4 13.6
 70～74歳 63 85.7 61.9 49.2 41.3 55.6 34.9 34.9 33.3 9.5 15.9 19.0 12.7 
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題
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 ＴＯＴＡＬ 8.9 6.6 6.2 5.5 4.7 5.8   
 東 京 10.0 6.8 6.0 5.5 4.8 4.9   
 大 阪 7.1 6.2 6.7 5.5 4.6 7.4   
 男 8.4 6.2 5.8 4.4 5.2 6.7   
 女 9.5 6.9 6.7 6.6 4.2 4.9   
 13～19歳 7.0 2.8 8.5 8.5 2.8 29.6   
 20 代 5.8 8.8 5.1 3.6 3.6 8.8   
 30 代 7.0 4.3 4.3 3.8 2.7 8.1   

男 40 代 9.4 7.6 6.5 2.9 7.6 4.7   
 50 代 8.3 6.1 3.8 3.0 6.1 2.3   
 60 代 9.2 5.3 5.9 5.9 4.6 -   
 70～74歳 16.1 8.9 10.7 7.1 12.5 3.6   
 13～19歳 4.4 13.2 7.4 10.3 1.5 16.2   
 20 代 9.8 11.3 6.0 2.3 2.3 7.5   
 30 代 7.8 2.2 7.2 6.7 5.0 6.7   

女 40 代 10.0 5.0 8.1 7.5 3.1 3.8   
 50 代 8.5 6.9 4.6 6.9 4.6 0.8   
 60 代 12.3 8.0 4.3 7.4 7.4 1.9   
 70～74歳 12.7 6.3 12.7 6.3 3.2 1.6   

（注）網掛け部分は、東京・大阪間、男・女間に信頼度 95％水準で有意差があることを示す。 
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－３．環境のためにしていること 
 

TOTAL でみると、「中身詰め替え商品を買っている」が 76％で最も高く、以下「電気をこまめ
に消している」（65％）、「紙パック、ペットボトル、食品トレー等のリサイクルには積極的に取り
組んでいる」「買い物に行く際は、エコバック等を持参する」「冷房や暖房は控えめにしている」（そ
れぞれ 50％台）が続いている。 

 

東京・大阪間には「中身詰め替え商品を買っている」「紙パック、ペットボトル、食品トレー等の
リサイクルには積極的に取り組んでいる」「買い物に行く際は、エコバック等を持参する」「電球を
取り替える際には、電球型蛍光灯・LED 電球を選ぶ」の 4 項目で有意差がみられ、4 項目とも大阪
より東京のほうが高い。 

男女間でみると、18 項目中 14 項目に有意差がみられ、女性より男性のほうが高いのは「環境性
の高いエネルギーを選択する（太陽光発電の設置など）」の 1 項目で、「中身詰め替え商品を買って
いる」「電気をこまめに消している」「紙パック、ペットボトル、食品トレー等のリサイクルには積
極的に取り組んでいる」「買い物に行く際はエコバックを持参する」「冷房や暖房は控えめにしてい
る」「自転車を使うようにしている」をはじめとした 13 項目では、男性より女性のほうが高い。 

 

 

図Ⅲ-５-１３．環境のためにしていること 

 

TOTAL <N=1,800> （％）

中身詰め替え商品を買っている

電気をこまめに消している

紙パック、ペットボトル、食品トレー等のリサイクルには積極的に取り組んでいる

買い物に行く際は、エコバック等を持参する

冷房や暖房は控えめにしている

自転車を使うようにしている

水やお湯を無駄使いしない

家電製品を購入する際には、省エネ性能の高いものを選ぶ

電球を取り替える際には、電球型蛍光灯・ＬＥＤ電球を選ぶ

ものを選ぶ時は、使い捨てのものは選ばずに長く使えるものを選ぶ

ゴミの減量化を積極的におこなっている

外出する時には、家電製品の電源プラグを抜いている

自家用車はできるだけ使わず、公共交通機関を利用する

多少コストが高くても、環境に配慮した商品を選ぶ

住宅の建築・リフォームの際には、省エネ性能の高いものを採用する

自動車をハイブリッド自動車や低燃費車などに乗り換える

エネルギー効率のよい給湯器（熱源機）を設置する

環境性の高いエネルギーを選択する（太陽光発電の設置など）

この中にはない
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表Ⅲ-５-１９．環境のためにしていること（上位 3）                        （注）（ ）内数字は％ 

TOTAL<N=1,800> 中身詰め替え商品を買っている
（76） 電気をこまめに消している（65） 紙パック等のリサイクルに積極

的に取り組んでいる（59） 

東京<N=1,125> 中身詰め替え商品を買っている
（79） 電気をこまめに消している（66） 紙パック等のリサイクルに積極

的に取り組んでいる（62） 

大阪<N=675> 中身詰め替え商品を買っている
（71） 電気をこまめに消している（63） 冷房や暖房は控え目にしている

（56）

男<N=904> 中身詰め替え商品を買っている
（69） 電気をこまめに消している（59） 冷房や暖房は控え目にしている

（52）

女<N=896> 中身詰め替え商品を買っている
（83） 電気をこまめに消している（70） 紙パック等のリサイクルに積極

的に取り組んでいる（68） 

男 13～19歳<N=71> 中身詰め替え商品を買っている
（49） 電気をこまめに消している（47） 自転車を使うようにしている 

 （37）

男 20代<N=137> 中身詰め替え商品を買っている
（64） 電気をこまめに消している（48） 買い物の際はエコバッグ等を持

参する（42） 

男 30 代<N=186> 中身詰め替え商品を買っている
（74） 電気をこまめに消している（53） 冷房や暖房は控え目にしている

（45）

男 40代<N=170> 中身詰め替え商品を買っている
（74） 電気をこまめに消している（67） 冷房や暖房は控え目にしている

 （49）

男 50代<N=132> 中身詰め替え商品を買っている
（71） 電気をこまめに消している／冷房や暖房は控え目にしている（各 63）

男 60代<N=152> 中身詰め替え商品を買っている
（72） 電気をこまめに消している（66） 冷房や暖房は控え目にしている

（63）

男 70～74歳<N=56> 紙パック等のリサイクルに積極
的に取り組んでいる（84） 

冷房や暖房は控え目にしている
（77） 電気をこまめに消している（71） 

女 13～19歳<N=68> 中身詰め替え商品を買っている
（65） 電気をこまめに消している（54） 紙パック等のリサイクルに積極

的に取り組んでいる（53） 

女 20 代<N=133> 中身詰め替え商品を買っている
（82） 電気をこまめに消している（63） 買い物の際はエコバッグ等を持

参する（57） 

女 30 代<N=180> 中身詰め替え商品を買っている
（87） 電気をこまめに消している（67） 

紙パック等のリサイクルに積極
的に取り組んでいる／買い物の
際はエコバッグ等を持参する 

（各 63）

女 40代<N=160> 中身詰め替え商品を買っている
（87） 電気をこまめに消している（77） 買い物の際はエコバッグ等を持

参する（72） 

女 50 代<N=156> 中身詰め替え商品を買っている
（85）

紙パック等のリサイクルに積極
的に取り組んでいる（83） 

買い物の際はエコバッグ等を持
参する（75） 

女 60 代<N=162> 中身詰め替え商品を買っている
（84）

紙パック等のリサイクルに積極
的に取り組んでいる（75） 

冷房や暖房は控え目にしている
（74）

女 70～74歳<N=56> 紙パック等のリサイクルに積極
的に取り組んでいる（86） 

中身詰め替え商品を買っている／電気をこまめに消している／買い
物の際はエコバッグ等を持参する（各 81） 
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表Ⅲ-５-２０．環境のためにしていること                                                       （％） 
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 ＴＯＴＡＬ 1,800 76.0 64.6 58.7 57.1 55.8 42.6 41.7 37.8 32.4 26.0 22.0 20.7
 東 京 1,125 79.1 65.5 62.2 61.7 55.7 42.8 42.0 37.3 34.8 26.4 23.2 21.6
 大 阪 675 70.8 63.0 52.9 49.3 56.0 42.2 41.0 38.5 28.3 25.3 20.0 19.3
 男 904 68.9 59.2 50.0 46.9 51.8 36.5 36.2 30.9 28.4 21.5 16.7 17.9
 女 896 83.1 70.0 67.5 67.3 59.9 48.7 47.2 44.8 36.4 30.6 27.3 23.5
 13～19歳 71 49.3 46.5 32.4 33.8 32.4 36.6 26.8 7.0 7.0 8.5 8.5 8.5
 20 代 137 64.2 48.2 40.1 41.6 40.1 37.2 24.1 16.1 15.3 16.8 11.7 16.8
 30 代 186 73.7 53.2 44.6 39.8 45.2 31.2 32.8 26.3 26.9 20.4 11.3 16.7

男 40 代 170 73.5 66.5 45.3 44.7 49.4 29.4 38.8 31.8 32.9 18.2 14.7 15.3
 50 代 132 71.2 62.9 55.3 53.8 62.9 40.2 41.7 39.4 32.6 19.7 14.4 16.7
 60 代 152 71.7 66.4 61.8 54.6 63.2 40.1 44.1 46.7 36.8 30.3 26.3 20.4
 70～74歳 56 62.5 71.4 83.9 69.6 76.8 55.4 46.4 46.4 46.4 42.9 42.9 41.1
 13～19歳 68 64.7 54.4 52.9 44.1 47.1 44.1 32.4 11.8 13.2 10.3 10.3 17.6
 20 代 133 82.0 63.2 44.4 57.1 52.6 38.3 39.8 25.6 21.8 21.1 15.8 26.3
 30 代 180 86.7 67.2 63.3 63.3 57.8 41.7 42.8 41.7 38.3 31.7 21.7 23.3

女 40 代 160 86.9 76.9 70.6 71.9 56.3 59.4 50.6 52.5 36.3 27.5 25.0 24.4
 50 代 130 84.6 70.8 83.1 75.4 56.2 51.5 46.2 48.5 35.4 29.2 29.2 15.4
 60 代 162 84.0 73.5 74.7 73.5 74.1 55.6 58.0 59.9 48.1 42.6 43.8 25.3
 70～74歳 63 81.0 81.0 85.7 81.0 76.2 44.4 57.1 63.5 58.7 49.2 46.0 34.9
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 ＴＯＴＡＬ 17.1 9.2 8.6 6.5 5.7 3.1 3.1   
 東 京 17.4 9.6 9.1 6.6 5.2 3.0 2.3   
 大 阪 16.6 8.6 7.9 6.4 6.7 3.3 4.4   
 男 14.7 8.0 8.4 7.1 6.5 4.2 4.8   
 女 19.5 10.5 8.8 5.9 4.9 2.0 1.5   
 13～19歳 1.4 4.2 1.4 8.5 4.2 2.8 15.5   
 20 代 10.9 4.4 4.4 2.9 4.4 1.5 11.7   
 30 代 10.8 5.9 4.3 3.2 2.7 2.7 3.8   

男 40 代 14.7 8.2 7.6 6.5 7.6 5.3 2.9   
 50 代 12.9 9.1 9.8 10.6 10.6 1.5 1.5   
 60 代 24.3 12.5 15.1 10.5 8.6 7.9 0.7   
 70～74歳 32.1 12.5 21.4 12.5 8.9 10.7 1.8   
 13～19歳 10.3 2.9 1.5 4.4 1.5 - 10.3   
 20 代 21.8 3.0 1.5 3.8 0.8 0.8 2.3   
 30 代 16.7 10.0 8.9 3.9 3.9 1.1 1.1   

女 40 代 18.1 6.3 6.3 10.0 2.5 1.3 -   
 50 代 20.8 12.3 10.0 5.4 7.7 3.1 -   
 60 代 22.2 19.8 17.9 6.8 9.3 4.9 0.6   
 70～74歳 27.0 19.0 12.7 6.3 9.5 1.6 -   

（注）網掛け部分は、東京・大阪間、男・女間に信頼度 95％水準で有意差があることを示す。 
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（１２）エネルギー政策について 
 
－１．今後のエネルギー・電力政策に対する考え 
 

TOTAL でみると、「太陽光や風力、地熱、バイオマス発電などの自然エネルギー（＝再生可能エ
ネルギー）の電力源割合を速やかに高めていくべきだと思う」「今後のエネルギー・電力政策は、充
分な議論を踏まえて国民の合意をもって進めていくべきだと思う」「使用済み核燃料の廃棄方法が見
つからないまま、原子力発電を推進していくべきではないと思う」がそれぞれ 50％以上、「老朽化
した原子力発電所や安全性に少しでも疑問のある原子力発電所は閉鎖し、原子力発電の依存度を下
げていくべきだと思う」「東日本と西日本の電気の周波数を速やかに統一し、日本全国で電力が融通
し合えるようにすべきだと思う」がそれぞれ 40％台。 

 

東京・大阪間には「太陽光や風力、地熱、バイオマス発電などの自然エネルギー（＝再生可能エ
ネルギー）の電力源割合を速やかに高めていくべきだと思う」「使用済み核燃料の廃棄方法が見つか
らないまま、原子力発電を推進していくべきではないと思う」「東日本と西日本の電気の周波数を速
やかに統一し、日本全国で電力が融通し合えるようにすべきだと思う」をはじめとして 16 項目中 8

項目で有意差がみられ、8 項目とも大阪より東京のほうが高い。 

 
 

図Ⅲ-５-１４．今後のエネルギー・電力政策に対する考え 

 

TOTAL <N=1,800> （％）

太陽光や風力、地熱、バイオマス発電などの自然エネルギー（＝再生可能エネルギー）の電
力源割合を速やかに高めていくべきだと思う
今後のエネルギー・電力政策は、充分な議論を踏まえて国民の合意をもって進めていくべき
だと思う
使用済み核燃料の廃棄方法が見つからないまま、原子力発電を推進していくべきではないと
思う
老朽化した原子力発電所や安全性に少しでも疑問のある原子力発電所は閉鎖し、原子力発
電の依存度を下げていくべきだと思う
東日本と西日本の電気の周波数を速やかに統一し、日本全国で電力が融通し合えるようにす
べきだと思う

再生可能エネルギーや蓄電分野で新技術を開発し、産業を興し、世界をリードすべきだと思う

原子力に依存しない社会を目指し、「脱原発」を推進すべきだと思う

多少の不便はあっても、省エネルギーや節電には今後とも国民全体で取り組んでいくべきだ
と思う

電力の発電・送電の独占状況を改め、電力供給に自由競争を採り入れるべきだと思う

原子力や火力、水力、自然（＝再生可能）エネルギーの電力源別のコストを透明性をもって公
正に開示すべきだと思う

企業のコストや家計の負担が高まらないようなエネルギー政策をとるべきだと思う

電力需要ピーク時の電気料金を上げたり、節電した家庭や企業がより報われるような弾力性
のある電力料金体系を検討すべきだと思う

多少コストや負担が上がっても、安全で環境によいエネルギー政策をとっていくべきだと思う

低炭素化社会に向けて、石炭や天然ガスの火力電力の依存度を抑制していくべきだと思う

休止・点検中の原子力発電所で安全が確認されたものから、速やかに再稼働すべきだと思う

発電コストやCO2発生抑制面で優位性のある原子力発電は今後とも維持・発展させていくべ
きだと思う

この中にはない
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表Ⅲ-５-２１．今後のエネルギー・電力政策に対する考え（上位3）               （注）（ ）内数字は％ 

TOTAL<N=1,800> 自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（58） 

今後のエネルギー政策は国民
も合意をもって進める（53） 

核燃料の廃棄方法がみつから
ないまま推進しない（51） 

東京<N=1,125> 自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（60） 

核燃料の廃棄方法がみつから
ないまま推進しない（54） 

今後のエネルギー政策は国民
も合意をもって進める（53） 

大阪<N=675> 今後のエネルギー政策は国民
も合意をもって進める（54） 

自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（54） 

核燃料の廃棄方法がみつから
ないまま推進しない（46） 

男<N=904> 自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（57） 

今後のエネルギー政策は国民
も合意をもって進める（53） 

核燃料の廃棄方法がみつから
ないまま推進しない（49） 

女<N=896> 自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（59） 

今後のエネルギー政策は国民
も合意をもって進める（54） 

核燃料の廃棄方法がみつから
ないまま推進しない（54） 

男 13～19歳<N=71> 今後のエネルギー政策は国民
も合意をもって進める（38） 

自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（35） 

新技術を開発し産業を興し、世
界をリードする（23） 

男 20 代<N=137> 今後のエネルギー政策は国民
も合意をもって進める（51） 

自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（47） 

核燃料の廃棄方法がみつから
ないまま推進しない／新技術を
開発し産業を興し、世界をリード
する（各 38） 

男 30 代<N=186> 今後のエネルギー政策は国民
も合意をもって進める（52） 

自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（50） 

東西の周波数を速やかに統一
する（44） 

男 40 代<N=170> 自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（61） 

今後のエネルギー政策は国民
も合意をもって進める（52） 

核燃料の廃棄方法がみつから
ないまま推進しない（51） 

男 50 代<N=132> 原子力発電の依存度を下げて
いくべき（64） 

自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（60） 

核燃料の廃棄方法がみつから
ないまま推進しない（58） 

男 60 代<N=152> 自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（72） 

原子力発電の依存度を下げて
いくべき（63） 

核燃料の廃棄方法がみつから
ないまま推進しない（63） 

男 70～74歳<N=56> 今後のエネルギー政策は国民
も合意をもって進める（77） 

核燃料の廃棄方法がみつからないまま推進しない／東西の周波
数を速やかに統一する（各 71） 

女 13～19歳<N=68> 自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（43） 

今後のエネルギー政策は国民
も合意をもって進める・（38） 

核燃料の廃棄方法がみつから
ないまま推進しない（25） 

女 20 代<N=133> 今後のエネルギー政策は国民
も合意をもって進める（58） 

核燃料の廃棄方法がみつから
ないまま推進しない（47） 

自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（40） 

女 30 代<N=180> 自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（57） 

今後のエネルギー政策は国民
も合意をもって進める（49） 

核燃料の廃棄方法がみつから
ないまま推進しない（49） 

女 40 代<N=160> 自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（61） 

今後のエネルギー政策は国民
も合意をもって進める（51） 

原子力発電の依存度を下げて
いくべき（49） 

女 50 代<N=156> 
自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（73） 
 
 

原子力発電の依存度を下げて
いくべき（64） 
 
 

今後のエネルギー政策は国民
も合意をもって進める／核燃料
の廃棄方法がみつからないまま
推進しない（各 61） 

女 60 代<N=162> 核燃料の廃棄方法がみつから
ないまま推進しない（70） 

自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（65） 

原子力発電の依存度を下げて
いくべき（62） 

女 70～74歳<N=56> 省エネルギーや節電には国民
全体で取り組むべき（71） 

原子力発電の依存度を下げて
いくべき（70） 

自然エネルギーの電力源割合
を速やかに高める（68） 
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表Ⅲ-５-２２．今後のエネルギー・電力政策に対する考え                                        （％） 
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 ＴＯＴＡＬ 1,800 57.6 53.4 51.3 48.4 43.4 39.7 38.4 35.6 32.4 32.2 30.7 20.1
 東 京 1,125 60.0 53.2 54.3 50.1 45.2 42.0 41.7 37.1 34.9 34.1 30.7 22.0
 大 阪 675 53.5 53.8 46.2 45.6 40.3 35.9 32.9 33.0 28.1 29.0 30.8 16.9
 男 904 56.5 53.2 49.1 47.1 44.8 43.1 36.3 31.1 36.4 32.9 29.2 20.5
 女 896 58.6 53.7 53.5 49.8 42.0 36.2 40.5 40.1 28.3 31.6 32.3 19.8
 13～19歳 71 35.2 38.0 21.1 14.1 18.3 22.5 18.3 7.0 14.1 16.9 16.9 8.5
 20 代 137 47.4 51.1 38.0 37.2 34.3 38.0 29.2 21.9 23.4 24.8 22.6 22.6
 30 代 186 49.5 52.2 42.5 40.9 43.5 38.2 31.2 22.0 33.3 28.0 32.3 19.4

男 40 代 170 60.6 52.4 51.2 43.5 47.1 45.9 32.9 34.1 34.1 30.6 31.2 20.6
 50 代 132 59.8 55.3 57.6 64.4 47.7 45.5 43.9 34.8 44.7 40.2 31.8 21.2
 60 代 152 72.4 53.9 62.5 63.2 53.3 52.6 47.4 46.7 49.3 42.8 28.9 22.4
 70～74歳 56 66.1 76.8 71.4 60.7 71.4 58.9 55.4 53.6 58.9 51.8 39.3 26.8
 13～19歳 68 42.6 38.2 25.0 14.7 14.7 17.6 23.5 14.7 5.9 5.9 8.8 5.9
 20 代 133 39.8 57.9 47.4 35.3 33.1 28.6 29.3 26.3 14.3 24.8 30.8 21.8
 30 代 180 57.2 49.4 48.9 45.6 31.1 37.2 35.6 38.3 25.0 35.0 32.2 17.8

女 40 代 160 60.6 50.6 48.8 49.4 42.5 31.9 42.5 38.8 32.5 27.5 32.5 20.0
 50 代 130 73.1 60.8 60.8 63.8 48.5 43.8 51.5 38.5 30.8 38.5 38.5 18.5
 60 代 162 64.8 58.6 69.8 62.3 59.3 43.8 46.3 54.3 42.6 40.1 35.2 22.8
 70～74歳 63 68.3 54.0 65.1 69.8 61.9 44.4 54.0 71.4 39.7 38.1 39.7 30.2
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 ＴＯＴＡＬ 18.6 13.1 11.9 11.3 5.9   
 東 京 20.0 14.0 11.2 11.8 4.6   
 大 阪 16.3 11.7 13.0 10.5 8.1   
 男 18.1 14.9 15.8 14.7 7.0   
 女 19.1 11.3 7.9 7.9 4.9   
 13～19歳 1.4 5.6 4.2 5.6 31.0   
 20 代 16.1 11.7 16.8 12.4 10.9   
 30 代 11.8 12.4 15.1 17.7 8.1   

男 40 代 19.4 16.5 19.4 16.5 2.9   
 50 代 22.7 17.4 15.9 11.4 0.8   
 60 代 25.0 17.1 13.8 16.4 2.6   
 70～74歳 32.1 26.8 25.0 19.6 1.8   
 13～19歳 7.4 7.4 8.8 14.7 19.1   
 20 代 16.5 11.3 11.3 10.5 8.3   
 30 代 16.7 10.6 7.2 5.6 5.0   

女 40 代 17.5 8.8 10.6 8.1 2.5   
 50 代 20.8 13.8 5.4 4.6 0.8   
 60 代 27.8 13.0 6.2 9.3 2.5   
 70～74歳 22.2 14.3 4.8 4.8 3.2   

（注）網掛け部分は、東京・大阪間、男・女間に信頼度 95％水準で有意差があることを示す。 
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－２．望ましいエネルギー供給源割合 
 

2020 年度、2030 年度の望ましいエネルギー供給割合を回答してもらった結果は以下の通り。 

 

≪2009年実績に比較して供給割合が増加≫ 
「新エネルギー（太陽光、風力、地熱等）」（1％→21％→32％／2030 年度は 2009 年比 32 倍） 

「水力」（8％→14％→16％／2030 年度は 2009 年比 2 倍） 

 

≪2009年実績に比較して供給割合が減少≫ 
「原子力」（29％→15％→9％／2030 年度は 2009 年比 70％減） 

「石炭」（25％→18％→14％／2030 年度は 2009 年比 43％減） 

「液化天然ガス（LNG）」（29％→25％→22％／2030 年度は 2009 年比 24％減） 

 

となっており、「新エネルギー（太陽光、風力、地熱等）」が 3,200％増、「原子力」が 70％減。 

 
図Ⅲ-５-１５．望ましいエネルギー供給源割合 

 
 

図Ⅲ-５-１６．望ましいエネルギー供給源割合（2020 年度・2030 年度比較） 
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